
撮
影
場
所
：
記
念
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内

将
来
の
夢
は
大
工
さ
ん
⁉

　

９
月
15
日
に
市
役
所
周
辺
の
特
設
会
場
で
か
づ
の
元
気
フ
ェ
ス

タ
が
開
催
さ
れ
、
記
念
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内
で
は
鹿
角
の
木
を

使
用
し
た
家
づ
く
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
（
関
連
記
事
２
ペ
ー
ジ
）
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湯
瀬 

勇
吉
さ
ん
（
大
正
８
年
十

和
田
大
湯
生
ま
れ
）
が
８
月
22
日

に
、
満
１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
、
阿
部
副
市
長
が
顕
彰
状
と
祝

い
金
を
送
り
、
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

　

湯
瀬
さ
ん
は
、
８
年
間
軍
に
入

隊
し
、
軍
学
校
や
海
外
勤
務
を
経

験
し
ま
し
た
。
振
り
返
る
と
、
そ

の
頃
が
一
番
楽
し
か
っ
た
と
話
し
ま

す
。
現
在
で
も
、
記
憶
力
や
動
作

な
ど
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
た
め
、

家
族
も
本
人
に
任
せ
て
い
る
こ
と

が
多
い
そ
う
で
す
。
長
生
き
の
秘

訣
は
「
他
力
本
願
で
は
な
く
、
自

分
で
動
く
こ
と
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

8
月
27
日
～
29
日
に
か
け
て
、

鹿
角
市
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
、
市

内
75
歳
以
上
の
方
６
５
１
４
人

の
う
ち
、
１
３
０
６
人
が
参
加
し
、

お
互
い
に
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
児
玉
市
長
が
「
昨

日
よ
り
も
元
気
な
今
日
、
今
日
よ

り
も
元
気
な
明
日
を
目
指
し
て
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
し
ま

し
た
。

　

式
典
終
了
後
は
、
保
育
園
児
に

よ
る
余
興
や
な
ま
は
げ
太
鼓
な
ど

が
披
露
さ
れ
、
参
加
者
は
笑
顔
で

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

武
蔵
野
大
学
の
学
生
10
人
が
、

本
市
に
1
カ
月
間
滞
在
し
、
商

店
街
の
活
性
化
と
観
光
の
振
興
を

テ
ー
マ
に
研
究
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
9
月
5
日
に
は
、
文
化
の
杜

交
流
館
コ
モ
ッ
セ
で
報
告
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

発
表
で
は
、
課
題
と
し
て
「
情

報
発
信
力
や
Ｐ
Ｒ
力
が
足
り
な
い
」

「
若
い
人
が
少
な
い
」
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
、
対
策
と
し
て
若
者
向
け
の

動
画
や
ス
マ
ホ
で
見
ら
れ
る
マ
ッ

プ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
を
提

案
し
ま
し
た
。
ま
た
、
鹿
角
の
人
々

の
温
か
い
人
柄
な
ど
、
滞
在
中
に

感
じ
た
鹿
角
へ
の
想
い
を
熱
く
語

り
ま
し
た
。

　

県
外
出
身
の
私
た
ち
は
、
桃
と
い
え
ば
7
月
か
ら
8
月

ご
ろ
に
食
べ
る
果
物
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
鹿

角
で
は
、
桃
が
９
月
で
も
出
荷
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

　

桃
を
育
て
て
い
る
地
元
の
農
家
さ
ん
が
、「
北
限
の
桃
と

い
う
ブ
ラ
ン
ド
で
、
全
国
各
地
に
出
荷
し
て
い
る
」
と
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
糖
度
を
満
た
し
た
桃
だ
け
が
出
荷

さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
桃
は
非
常
に
デ
リ
ケ
ー
ト
な
果
物
で
、

少
し
で
も
傷
が
つ
い
て
し
ま
う
と
輸
送
し
て
い
る
間
に
傷
ん

で
し
ま
う
こ
と
な
ど
も
教
わ
り
ま
し
た
。

　

北
限
の
桃
を
実
際
に
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
糖
度
を
測
っ

て
い
る
だ
け
あ
っ
て
、
甘
み
が
あ
り
、
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

食
感
が
良
く
て
食
べ
応
え
も
十
分
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
桃

を
た
く
さ
ん
食
べ
た
い
で
す
。

　

鹿
角
に
移
住
し
て
か
ら
、
地
場
産
品
の
野
菜
の
お
い
し
さ

に
驚
い
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
、
特
に
驚
い
た
の
が
「
枝
豆
」

で
す
。
鹿
角
の
盆
地
は
、
昼
と
夜
の
寒
暖
差
が
大
き
い
た
め
、

糖
分
が
ど
ん
ど
ん
蓄
え
ら
れ
、
お
い
し
い
枝
豆
が
で
き
る
そ

う
で
す
。
枝
豆
は
、豆
と
野
菜
、両
方
の
栄
養
的
利
点
を
持
っ

た
ス
ー
パ
ー
フ
ー
ド
で
、
う
ま
み
が
強
く
、
口
の
中
で
ほ
わ
っ

と
甘
さ
を
感
じ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
鹿
角
の
旬
な
味
覚
を
ぜ
ひ

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

問 

政
策
企
画
課 

鹿
角
ラ
イ
フ
促
進
班

　

 

☎
30
‐
０
２
０
８

　

移
住
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
が
移
住
者
な
ら
で
は
の
視
点
で
本

市
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
今
が
旬
な
鹿
角

の
味
覚
を
紹
介
し
ま
す
。

　

鹿
角
は
水
が
綺
麗
で
自
然
が
豊

か
な
場
所
だ
と
日
々
感
じ
て
い
ま

す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
溢
れ
て
い
て

歴
史
も
深
く
、
な
に
よ
り
人
が
面

白
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

自
分
の
地
元
な
の
に
忘
れ
て
い

た
こ
と
が
多
く
、
帰
っ
て
き
て
か

ら
改
め
て
感
じ
た
魅
力
で
し
た
。

　

鹿
角
で
は
、
世
界
か
ら
厳
選
し

た
有
機
ワ
イ
ン
を
築
１
６
０
年
の

蔵
で
販
売
す
る
『K

蔵

u
ra

 w

ワ

イ

ン

in
e 

O

お
お
ゆ

yu

』
の
開
店
に
続
き
、
先
月
に

は
『
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
スB

バ
ー
ア
ン
ド
ス
テ
イ

a
r

＆Sta
y
 

Y

ユ

ザ

カ

u
za

ka

』
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

丁
寧
な
接
客
で
ゆ
っ
く
り
過
ご
し

て
も
ら
え
る
よ
う
な
空
間
を
作
っ

て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、
ヨ
ガ

の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
や
っ
て
い

た
経
験
を
活
か
し
た
活
動
も
し
て

い
き
た
い
で
す
。
ぜ
ひ
遊
び
に
い

ら
し
て
く
だ
さ
い
。

　

神
奈
川
県
の
逗ず

し子
で
5
年
ほ
ど
、

カ
フ
ェ
と
雑
貨
店
を
共
同
経
営
し

て
い
て
、
地
元
に
帰
る
こ
と
を
考

え
て
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
先
に
移
住
を
し
た
パ
ー

ト
ナ
ー
が
「
鹿
角
」
で
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
と
カ
フ
ェ
を
オ
ー
プ
ン
す
る

こ
と
に
な
り
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

る
姿
を
見
て
、「
私
も
何
か
貢
献
し

た
い
！
」
と
引
っ
張
ら
れ
る
よ
う

に
移
住
を
決
め
ま
し
た
。

健
康
長
寿
を
祝
う

学
生
が
地
域
活
性
化
の

提
案

百
歳
長
寿
を
祝
う

湯
瀬 

勇
吉
さ
ん

　

9
月
15
日
に
市
役
所
周
辺
の
特

設
会
場
で
、
か
づ
の
元
気
フ
ェ
ス

タ
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
来
場
者

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
園
児
に

よ
る
ダ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
、
会
場

か
ら
は
拍
手
が
沸
き
上
が
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
ち
び
っ
こ
広
場
で
は
警

察
・
消
防
・
自
衛
隊
の
車
両
展
示

や
お
も
ち
ゃ
作
り
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
体
験
が
用
意
さ
れ
、
親
子
で

訪
れ
た
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し

た
。

か
づ
の
を
元
気
に

か
づ
の
元
気
フ
ェ
ス
タ

まちの話題

移
住
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の

  

ぶ
ら
り
鹿
角
散
策
Vol.5

ド
キ
ド
キ

移
住
者
紹
介

鹿
角
市
に
新
た
な
仲
間
が
増
え
ま
し
た

か
づ
の
北
限
の
桃

枝
豆

神
奈
川
県
か
ら
Ｕユ
ー

タ
ー
ン

花は

な

た田 

英え

い

こ子
さ
ん

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
スB

バ

ー

ア

ン

ド

ス

テ

イ

ar

＆Sta
y Y

ユ

ザ

カ

u
zaka



市の発展に貢献された４氏を表彰

１団体へ感謝状を贈呈

令和元年 鹿角市表彰

　功労者表彰１氏、文化功労者表彰１氏（追彰）、一般表彰２氏、感謝状贈呈１団体

※「功労者表彰」市の公益および振興発展に尽力し、その功労が著しい方

※「文化功労者表彰」市の文化の向上発展に貢献し、その功績が卓絶であった方

※「一般表彰」産業または経済の振興、保健衛生の向上などに関し、著しい功労のあった方

※「感謝状贈呈」謝意を表すことが適当であると認められる方

表彰式：10 月 29 日火 開催

‐
地
方
自
治
の
振
興
‐

　

昭
和
56
年
に
鹿
角
市
議
会
議
員
に
初
当

選
し
、
平
成
21
年
３
月
に
退
任
す
る
ま
で
、

連
続
７
期
28
年
の
長
き
に
わ
た
り
地
方
自

治
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
第
13
代
、
第
17
代
鹿
角
市
議

会
副
議
長
と
し
て
高こ

う
ま
い邁

な
る
政
治
信
念
の

も
と
、
円
滑
な
議
会
運
営
と
地
方
自
治
の

発
展
に
尽
力
さ
れ
、
地
域
活
性
化
対
策
特

別
委
員
会
委
員
長
や
議
会
運
営
委
員
会
委

員
な
ど
も
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
功
績
が
高
く
評
価
さ
れ
、
東

北
市
議
会
議
長
会
表
彰
、
全
国
市
議
会
議

長
会
表
彰
な
ど
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毛
馬
内
盆
踊
り
振
興
会
会
長
や

毛
馬
内
盆
踊
り
保
存
会
会
長
を
務
め
、
国

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
で
あ
る
毛
馬
内
盆

踊
り
の
保
存
伝
承
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
内
藤
湖
南
先
生
顕
彰

会
会
長
、
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
縄
文
祭
実

行
委
員
会
委
員
長
を
務
め
る
な
ど
、
豊
富

な
知
識
と
経
験
を
活
か
し
幅
広
く
地
域
文

化
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

‐
農
業
の
振
興
‐

　

鹿
角
地
域
で
は
困
難
と
さ
れ
た
水
稲

直ち
ょ
く
は播

栽
培
に
早
く
か
ら
取
り
組
み
、
栽
培

管
理
の
適
正
化
に
よ
る
安
定
生
産
の
実
現

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
20
年
に
新
品

種
と
し
て
育
成
し
た
「
淡
雪
こ
ま
ち
」
の

種
子
生
産
に
よ
る
作
付
け
拡
大
に
貢
献
さ

れ
た
ほ
か
、「
か
づ
の
淡
雪
こ
ま
ち
直
播
研

究
会
」
を
主
宰
し
、「
淡
雪
こ
ま
ち
」
の
産

地
形
成
の
た
め
の
リ
ー
ダ
ー
的
役
割
を
担

う
な
ど
、
生
産
体
制
と
技
術
普
及
、
作
付

け
面
積
の
拡
大
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
鹿
角
農
業
士
会
会
長
や
、
か
づ

の
農
業
協
同
組
合
理
事
、
副
組
合
長
な
ど

の
要
職
を
歴
任
し
、
地
域
農
業
の
振
興
に

大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
功
績
が
高
く
評
価
さ
れ
、
平

成
21
年
に
秋
田
県
農
林
水
産
大
賞
、
平
成

30
年
に
緑
白
綬
有
功
章
を
受
け
て
い
ま
す
。

‐
交
通
安
全
の
推
進
‐

　

昭
和
47
年
に
鹿
角
市
交
通
指
導
隊
に
入

隊
し
、
平
成
18
年
に
副
隊
長
、
平
成
20
年

に
は
隊
長
に
就
任
し
、
平
成
31
年
３
月
に

退
任
さ
れ
る
ま
で
46
年
の
長
き
に
わ
た
り
、

隊
の
運
営
や
、
数
々
の
交
通
現
場
で
市
民

の
安
全
確
保
と
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
に

努
め
、
安
全
で
住
み
良
い
地
域
社
会
の
実

現
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
20
年
に
秋
田
県
交
通
指
導

隊
連
合
会
理
事
、
平
成
28
年
に
は
副
会
長

に
就
任
し
、
交
通
指
導
隊
員
の
地
位
向
上

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
功
績
が
高
く
評
価
さ
れ
、
昭

和
58
年
に
交
通
栄
誉
章
緑
十
字
銅
章
、
平

成
25
年
に
秋
田
県
交
通
指
導
隊
連
合
会
長

表
彰
、
平
成
26
年
に
秋
田
県
知
事
表
彰
な

ど
を
受
け
て
い
ま
す
。

‐
保
健
医
療
の
向
上
‐

　

昭
和
59
年
に
村
木
小
児
科
内
科
医
院
を

開
業
以
来
、
院
長
と
し
て
35
年
の
長
き
に

わ
た
り
、
強
い
信
念
と
責
任
感
の
も
と
に

地
域
住
民
の
保
健
医
療
に
あ
た
り
、
地
域

医
療
の
充
実
と
住
民
の
生
活
環
境
の
向
上

に
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
成
人
の
健
康
診
断
や
予
防
接

種
事
業
、
乳
幼
児
健
診
を
は
じ
め
と
し
た

母
子
保
健
事
業
な
ど
市
の
保
健
行
政
へ
の

協
力
の
ほ
か
、
昭
和
62
年
か
ら
は
み
や
ふ

も
と
幼
稚
園
を
は
じ
め
、
多
く
の
幼
稚
園
、

保
育
園
で
嘱
し
ょ
く
た
く託

医
師
を
務
め
ら
れ
、
平

成
７
年
か
ら
は
花
輪
北
小
学
校
、
平
元
小

学
校
、
尾
去
沢
小
学
校
の
学
校
医
と
し
て
、

長
年
に
わ
た
り
児
童
・
生
徒
な
ど
の
健
康

の
保
持
と
保
健
医
療
の
向
上
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

‐
教
育
環
境
の
向
上
‐

　

社
会
奉
仕
事
業
の
一
環
と
し
て
、
平
成

22
年
か
ら
平
成
30
年
ま
で
、
継
続
し
て
市

内
教
育
施
設
へ
教
育
用
資
材
と
し
て
グ
ラ

ウ
ン
ド
用
洗あ
ら
い
す
な

砂
を
寄
贈
く
だ
さ
り
、
教
育

環
境
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

功
労
者
表
彰

一
般
表
彰

一
般
表
彰

文
化
功
労
者
表
彰

感
謝
状
贈
呈

勝
かつまた

又 幹
み き お

雄 さん（70）成
な り た

田 誠
まこと

 さん（72）

浅
あ さ り

利 周
しゅうぞう

三 さん（74）

故 村
む ら き

木 悅
え つ こ

子 さん

（享年 84）　

鹿
角
開
発
工
業
株
式
会
社
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尾去沢

花輪十和田

八幡平

　芸術や歴史に親しんでいただくために、前回好評をい

ただいた鹿角の知られざるコレクションを展示します。

この機会に素晴らしい所蔵品をご覧ください。

 尾去沢が誇る写真家、故・富樫正一氏の写真展では、

昭和 30 ～ 40 年代の子どもたちにまつわる写真を集め

ました。子どもたちを通して、当時の鹿角の様子を感じ

取ることができます。ぜひご覧ください。

　「美しく着物を着て帯を結ぶ」をモットーに、個性美

学を追求し数百種類の帯結びの中から厳選した半幅帯結

びを展示します。鹿角支部代表湯沢典子氏の作品をぜひ

ご覧ください。

　国内外の展覧会へ多数出展している八幡平出身のアー

ティスト熊谷晃太氏が、八幡平小学校の児童と共に創り

出す空間作品をお楽しみください。

　日ごろ活動しているサークルや団体の作品展示、まる

ごとマルシェ、フリーマーケット、産直の新鮮野菜販売

や模擬店などを行います。文化ホールでは 26 日土に図

書館の大型絵本や絵本作家のおはなし会の開催など盛り

だくさんです。ぜひご家族そろってお越しください。

阿
あ べ

部 秀
ひ で み

美さん

（料理サークル）

　月一回、料理好きが集

ま っ て、 料 理 を 楽 し む

サークルです。地区文化

祭では食堂を開いて、皆

さんに料理を振る舞います。メニューは少ないですが、

サークル一同笑顔でお待ちしています。

藤
ふじわら

原 祥
しょうこ

子さん

（かにさわサロンひまわり）

　脳の活性化のために、

指先を動かしています。

毛糸を編んだり、折り紙

を折ったりして可愛いも

のができました。今回も素敵な作品ができあがったので、

皆さまぜひ見にきてください。

黒
くろさわ

澤 若
わ か え

枝さん

（まちや手芸サークル）

　週２回のサークルで四

季を感じながら、押絵・

きめこみ・パウダーアー

トなど、さまざまな作品

作りをしています。同じ作品でも個々に仕上がりが異な

りますので、楽しみながらじっくり見てください。

齊
さいとう

藤 邦
く に こ

子さん

（ひまわりの会）

　12 月から 3 月までの

短い期間ではあります

が、 手 芸 作 品 を 楽 し く

作っています。文化祭の

出展は作品に対する意見も参考になり、手ごたえがあり

ます。個々の作風が花を添えると思います。

 メイン展示の写真展のほか、各講座や同好会、子ども

たちによる作品、個人の作品も展示します。農産物の直

売所や毎年好評を博している食堂、体験コーナーもあり

ますので、ぜひご来場ください。

　市民センターで活動している団体や子どもたち、個人

の作品の数々を展示します。「唄と踊りの！民謡歌謡バ

ラエティーショー」は毛馬内ゆかりの山上衛の一行が出

演します。芸能発表会では、幼児からベテランまで多彩

な演芸が楽しめます。ぜひご来場ください。

　メイン展示のほか、各講座・教室、八幡平にゆかりの

ある方々の作品を展示しています。食堂・バザーもあり

ます。芸能発表会もたくさんの出演がありますので、ぜ

ひお誘い合わせのうえ、ご来場ください。

メ
イ
ン
展
示

メ
イ
ン
展
示

メ
イ
ン
展
示

メ
イ
ン
展
示

Ｐ
Ｒ

出
展
者
・
参
加
者
の
声

出
展
者
・
参
加
者
の
声

出
展
者
・
参
加
者
の
声

出
展
者
・
参
加
者
の
声

Ｐ
Ｒ

Ｐ
Ｒ

Ｐ
Ｒ

市教育委員会所蔵品 知られざるコレクション

花輪市民センターまつり

10 月 25 日金・26 日土　9 時～ 17 時
10 月 27 日日　9 時～ 16 時

10 月 25 日金・26 日土：9 時～ 18 時
10 月 27 日日　9 時～ 15 時
尾去沢地区芸能フェスティバル：11 月 10 日
日

10 月 25 日金・26 日土　9 時～ 17 時
10 月 27 日日　9 時～ 16 時
芸術文化事業：10 月 26 日土　13 時 30 分～ 15 時
　　　　　　　「唄と踊りの！民謡歌謡バラエティーショー」
芸能発表会：10 月 27 日日　12 時開演

10 月 25 日金・26 日土：9 時～ 17 時
10 月 27 日日　9 時～ 16 時
芸能発表会：10 月 27 日日
　　　　　　13 時～ 15 時 30 分

尾去沢市民センターまつり

十和田地区文化祭

八幡平文化祭

富樫 正一写真展「昭和の子どもたち」

無料シャトルバスのご案内無料シャトルバス時刻表（10 月 26 日土限定）

尚美流着付教室「ゆかた半幅帯結び」

熊谷 晃太と子どもたち展

問 

花
輪
地
域
づ
く
り
協
議
会 

☎
23
‐
３
３
５
１

問 

尾
去
沢
市
民
セ
ン
タ
ー
協
議
会 

☎
23
‐
２
５
５
３

問 

十
和
田
地
域
づ
く
り
協
議
会 

☎
35
‐
３
０
４
５

問 

八
幡
平
地
域
づ
く
り
協
議
会 

☎
32
‐
２
０
２
９

コモッセ
尾去沢

市民センター
八幡平

市民センター
十和田

市民センター

‐ ‐ 9：00 9：40

9：00 9：30 10：00 10：40

10：10 10：40 11：10 11：50

11：10 11：40 12：30 13：10

12：40 13：10 13：40 14：20

13：40 14：10 14：40 15：20

14：50 15：20 15：50 ▲ 16：30

15：50 ▲ 16：20 ▲ 16：40 ▲ 17：10（終点）

▲ 16：50 ▲ 17：10（終点） ‐ ‐

　社会教育や生涯学習の活動成果を発表する場として、花輪・十和田・尾去沢・八幡平の４つの市民センターで、

地区文化祭が開催されます。

　市民センターで活動する団体・サークルや個人の作品展示を中心に、園児や小中学生の作品展、芸能発表など、

各地区で特色ある催しが行われます。入場は無料ですので、お気軽にお越しください。皆さまのご来場をお待ちし

ています。文化祭の日程・内容などは各市民センターにより異なります。詳しくは「市民センターだより」または

「プログラム」をご覧になるか、各協議会へお問い合わせください。

　文化祭期間中は駐車場が混みます

ので、来場の際はシャトルバスや公

共交通機関をご利用ください。

▲印

降車のみで、乗車はできません。

令和元年 地区文化祭
10 月 25 日金～ 27 日日

※
10
月
21
日
月
～
28
日
月
17
時
は
全
館
貸
し
出
し
休
止
で
す
。

　

ま
た
、
期
間
中
は
駐
車
場
が
一
方
通
行
と
な
り
ま
す
。

※
10
月
21
日
🈷
～
28
日
🈷
は
全
館
貸
し
出
し
休
止
で
す
。

※
10
月
18
日
金
～
28
日
🈷
は
一
部
貸
し
出
し
休
止
で
す
。

※
10
月
18
日
金
～
28
日
🈷
は
全
館
貸
し
出
し
休
止
で
す
。

2019年 10月号7 KAZUNO CITY 2019年 10月号 6KAZUNO CITY



行報
政告

▪
鹿
角
ブ
ラ
ン
ド
の
推
進

　　

今
年
度
の
「
か
づ
の
高
校
生
広
報

室
」
は
、
市
内
の
５
人
の
高
校
生
が

メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
第
３
期
目
と
な

る
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
鹿
角
に
対
す
る
深
い

愛
着
と
、
高
校
生
な
ら
で
は
の
感
性

を
生
か
し
た
情
報
発
信
力
に
、
大
い

に
期
待
し
て
お
り
、
メ
デ
ィ
ア
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
な
ど
を
通
じ
て
若
い
世
代
の
関

心
を
集
め
ら
れ
る
よ
う
、
活
動
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

▪
ふ
る
さ
と
鹿
角
応
援
寄
附

　

７
月
末
現
在
の
寄
附
件
数

は
２
１
７
５
件
で
、
金
額
は

２
９
７
８
万
９
千
円
と
な
っ
て
お

り
、
前
年
同
期
と
比
較
し
2
・
4
倍

く
り
を
進
め
ま
す
。

▪
子
育
て
支
援

　

今
年
10
月
か
ら
、
３
歳
か
ら
５
歳

ま
で
の
全
て
の
子
ど
も
と
、
住
民
税

非
課
税
世
帯
の
２
歳
以
下
の
子
ど
も

の
保
育
料
が
無
償
化
に
な
る
こ
と
を

受
け
、
本
市
で
は
、
課
税
世
帯
の
2

歳
以
下
の
子
ど
も
に
つ
い
て
も
こ
れ

ま
で
助
成
を
行
っ
て
き
た
第
２
子
以

降
に
加
え
、
第
１
子
の
保
育
料
無
償

化
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
の
制
度
変
更
で
は
、
こ

れ
ま
で
保
育
料
に
含
ま
れ
て
い
た
３

歳
か
ら
５
歳
ま
で
の
副
食
費
が
無
償

化
の
対
象
と
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、

本
市
で
は
保
護
者
の
負
担
を
増
加
さ

せ
な
い
よ
う
、
す
こ
や
か
子
育
て
支

援
事
業
に
お
い
て
保
育
料
に
加
え

て
、
新
た
に
副
食
費
も
助
成
の
対
象

と
し
ま
す
。

▪
北
限
の
桃
の
販
売
促
進

　

主
力
品
種
の
「
川
中
島
白
桃
」
は
、

開
花
時
期
の
低
温
に
よ
り
、
着
果
数

が
や
や
少
な
い
傾
向
に
あ
る
も
の

の
、
果
実
は
順
調
に
肥
大
し
て
い
ま

す
。来
週
に
は
、首
都
圏
市
場
で
セ
ー

ル
ス
を
行
い
、「
か
づ
の
北
限
の
桃
」

の
お
い
し
さ
を
市
場
関
係
者
な
ど
に

と
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
従
来
か
ら
の
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
に
加
え
、
新
た
に
「
楽
天
」

サ
イ
ト
の
利
用
を
開
始
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
サ
イ
ト
が
持
つ
機
能
を
効
果
的

に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
返
礼
品
の

取
扱
い
を
市
内
事
業
者
に
委
託
し
、

特
産
品
の
特
徴
や
生
産
者
の
想
い
な

ど
も
ア
ピ
ー
ル
で
き
た
こ
と
が
、
本

市
の
魅
力
向
上
と
寄
附
の
増
加
に
つ

な
が
っ
た
も
の
と
分
析
し
て
い
ま

す
。

▪
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
の
推
進

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
き
っ
か
け
と
し

た
本
市
の
Ｐ
Ｒ
や
レ
ガ
シ
ー
の
創
出

に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
７
月
26
日
に
み
ち
の
く
コ
カ
・

コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
株
式
会
社
と

強
く
Ｐ
Ｒ
し
て
き
ま
す
。

▪
有
害
鳥
獣
駆
除

　

今
年
の
ク
マ
の
目
撃
と
食
害
な
ど

に
よ
る
通
報
件
数
は
、
８
月
27
日
時

点
で
92
件
と
、
ほ
ぼ
平
年
並
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
、
十
和
田

高
原
地
区
や
八
幡
平
地
区
の
国
道

３
４
１
号
沿
い
に
お
い
て
入
山
禁
止

措
置
を
実
施
し
た
ほ
か
、
市
民
向
け

講
習
会
や
集
落
座
談
会
を
開
催
し
な

が
ら
、
自
己
防
衛
策
の
周
知
や
注
意

喚
起
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
収
穫
期
を
迎
え
る
果
樹

な
ど
の
農
作
物
被
害
が
懸
念
さ
れ
る

た
め
、
引
き
続
き
関
係
機
関
と
連
携

し
て
被
害
防
止
に
努
め
ま
す
。

▪
主
な
夏
祭
り
の
入
り
込
み
数

　

花
輪
ば
や
し
の
入
り
込
み
数
は
、

昨
年
よ
り
約
４
％
減
の
22
万
人
で
し

た
が
、平
日
開
催
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

１
日
目
の
桟
敷
席
は
満
席
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
首
都
圏

や
仙
台
な
ど
で
継
続
的
に
行
っ
て
き

た
各
イ
ベ
ン
ト
で
の
Ｐ
Ｒ
効
果
に
よ

る
も
の
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

毛
馬
内
盆
踊
り
は
、
一
般
の
踊
り

手
の
ほ
か
、
地
元
の
中
・
高
校
生
や

保
育
園
児
の
参
加
も
見
ら
れ
、
入
り

「
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推

進
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
同
社
が
新
た
に
公

共
施
設
に
設
置
し
た
自
動
販
売
機
の

ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
通
じ
て
、
本
市
が
会

場
と
な
る
聖
火
リ
レ
ー
の
Ｐ
Ｒ
を
行

う
ほ
か
、
売
上
の
一
部
を
寄
附
金
と

し
て
、
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
費
用
に
充
て
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

▪
移
住
の
促
進

　

移
住
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
た
移

住
者
数
は
、
取
り
組
み
を
開
始
し

た
平
成
27
年
度
か
ら
こ
れ
ま
で
に

１
１
９
世
帯
１
９
９
人
と
な
り
、
40

代
ま
で
の
比
較
的
若
い
世
代
が
約
８

割
を
占
め
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、

込
み
数
は
１
万
８
千
人
と
な
り
ま
し

た
。
全
国
民
俗
芸
能
「
風ふ
り
ゅ
う流

」
保
存
・

振
興
連
合
会
に
参
画
す
る
な
ど
、
ユ

ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
の
登
録
を
目

指
す
動
き
も
活
発
化
し
て
お
り
、
地

元
の
盛
り
上
が
り
と
と
も
に
、
今
後

の
活
動
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

▪
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
販
売

　

消
費
税
引
き
上
げ
に
よ
る
家
計
へ

の
影
響
緩
和
と
、
地
域
消
費
を
下
支

え
す
る
た
め
、
今
年
度
の
住
民
税
が

非
課
税
の
方
お
よ
び
３
歳
未
満
の
子

ど
も
が
い
る
子
育
て
世
帯
の
方
を
対

象
に
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
販

売
し
ま
す
。
申
請
さ
れ
た
方
に
は
９

月
中
旬
か
ら
引
換
券
を
発
送
し
、
多

く
の
対
象
者
に
購
入
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
購
入
方
法
や
使
用
で
き
る

店
舗
な
ど
に
つ
い
て
、
広
く
周
知
し

ま
す
。

▪
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
推
進

　

県
内
初
の
自
治
体
出
資
に
よ
る
小

売
電
気
事
業
会
社
で
あ
る
「
株
式
会

社
か
づ
の
パ
ワ
ー
」
の
創
立
総
会
を

７
月
10
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
今
後

は
、
来
年
４
月
の
供
給
開
始
に
向

け
、
ラ
イ
セ
ン
ス
の
申
請
や
料
金
メ

ニ
ュ
ー
の
検
討
な
ど
を
進
め
る
と
と

メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
積
極
的
な
情

報
発
信
や
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
連
携
し

た
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
を
図
り
な

が
ら
、
き
め
細
や
か
な
移
住
促
進
策

を
進
め
ま
す
。

▪
防
災
体
制
の
充
実

　

７
月
26
日
に
、
一
般
社
団
法
人
秋

田
県
解
体
工
事
業
協
会
と
「
災
害
時

に
お
け
る
応
援
協
力
に
関
す
る
協

定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
大
規
模
災
害
が
発
生
し
、
応
急

復
旧
に
対
応
で
き
る
業
者
が
不
足
す

る
場
合
に
は
、
協
力
事
業
者
の
確
保

の
ほ
か
、
建
設
機
械
の
提
供
や
技
術

員
の
派
遣
協
力
を
直
接
受
け
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
、

市
民
生
活
の
安
全
確
保
に
向
け
た
体

制
を
整
え
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ

問 

総
務
課 

行
政
班 

☎
30
‐
０
２
０
３

も
に
、
市
民
の
理
解
と
協
力
を
得
な

が
ら
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た

産
業
振
興
を
進
め
ま
す
。

▪
大
湯
環
状
列
石
を
含
む「
北
海
道
・

北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
」
が
世
界
文

化
遺
産
登
録
推
薦
候
補
に

　

大
湯
環
状
列
石
を
含
む「
北
海
道
・

北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
」
は
7
月
30

日
の
文
化
庁
の
文
化
審
議
会
に
お
い

て
、
昨
年
に
続
き
、
世
界
文
化
遺
産

推
薦
候
補
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
度
は
、
確
実
に
国
内
推
薦
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
関
係
自
治
体
と

よ
り
一
層
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

２
０
２
１
年
の
登
録
実
現
に
向
け
て

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

▪
浅
利
純
子
杯
争
奪
鹿
角
駅
伝

　

７
月
27
日
開
催
の
「
浅
利
純
子
杯

争
奪
第
13
回
鹿
角
駅
伝
」
で
は
、
青

森
・
岩
手
か
ら
の
参
加
を
含
む
53

チ
ー
ム
に
よ
り
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。
中
学
校
男
子
の
部
で
花
輪
第

一
中
学
校
が
３
年
ぶ
り
７
回
目
の
優

勝
を
飾
る
な
ど
、
地
元
小
・
中
学
校

の
活
躍
に
よ
り
、
会
場
と
な
っ
た
花

輪
商
店
街
は
大
き
な
盛
り
上
が
り
を

見
せ
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
が
２
倍
以
上
に
増
加

第
１
子
の
保
育
料
を
無
償
化

浅
利
純
子
杯
駅
伝
で
花
輪
一
中
が
優
勝

令
和
元
年
第
５
回
定
例
会

高
校
生
広
報
室
員
が
果
樹
選
果
場
を
取
材

行
政
報
告
を
行
う
児
玉
市
長

災
害
時
の
応
援
協
定
を
締
結

大
湯
環
状
列
石
が
世
界
文
化
遺
産
推
薦
候

補
に

北
限
の
桃
贈
呈
式

最
終
区
で
逆
転
し
優
勝
を
飾
っ
た
花
輪
第

一
中
学
校

　令和元年第 5 回鹿角市議会定例会が 8

月 30 日から 21 日間の会期で開かれ、補

正予算案などの議案が審議されました。初

日に行われた市長の行政報告の概要は次の

とおりです。
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監督　児玉　純哉

※10月12日土は交通規制が行われます

▶時間　8時 30分～ 16時 30分

▶場所　北都銀行前～六日町・新田町T字路間　

10 月 12 日土

大会スケジュール

開始時刻 競 技 会 場

ローラースキー競技

10：30 スプリント
花輪商店街
特設コース

スペシャルジャンプ・コンバインド競技

8：15 スペシャルジャンプ 花輪シャンツェ

10 月 13 日日

開始時刻 競 技 会 場

ローラースキー競技

9：00 ディスタンス
花輪スキー場

ローラースキーコース

スペシャルジャンプ・コンバインド競技

9：00 コンバインドジャンプ 花輪シャンツェ

13：30
コンバインドクロス

カントリー
花輪スキー場

ローラースキーコース

～選手紹介～
　

介
護
予
防
事
業
の
柱
と
し
て
シ
ル
バ
ー
リ

ハ
ビ
リ
体
操
を
導
入
し
て
か
ら
２
年
半
が
経

ち
ま
し
た
。こ
の
事
業
の
一
番
の
ね
ら
い
は
、

住
民
自
ら
が
体
操
を
広
げ
、
地
域
で
介
護
予

防
に
取
り
組
む
こ
と
で
す
。
そ
の
原
動
力
と

な
っ
て
い
る
の
が
、
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体

操
指
導
士
で
す
。
今
ま
で
に
85
人
の
指
導
士

が
誕
生
し
、
出
前
講
座
や
体
操
教
室
、
自
治

会
で
の
サ
ロ
ン
な
ど
で
幅
広
く
活
動
さ
れ
て

い
ま
す
。
各
地
区
の
指
導
士
が
、
今
よ
り
も

少
し
だ
け
頑
張
る
「
自
助
活
動
」、
お
互
い

を
気
持
ち
で
支
え
合
う
「
互
助
活
動
」
の
輪

を
広
げ
た
い
と
い
う
思
い
で
活
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

　

本
格
的
な
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
夏

場
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
成
果
が
試
さ
れ
る

前
哨
戦
と
し
て
、
サ
マ
ー
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

の
聖
地
「
花
輪
ス
キ
ー
場
」
に
お
い
て
、

第
13
回
目
と
な
る
本
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

　

特
に
、
ロ
ー
ラ
ー
ス
キ
ー
競
技
に
お
い

て
は
、
全
国
で
も
め
ず
ら
し
い
商
店
街
の

道
路
を
閉
鎖
し
、
特
設
コ
ー
ス
を
設
け
て

行
わ
れ
る
「
１
km
ス
プ
リ
ン
ト
競
技
」
が

特
徴
的
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
花
輪
ス
キ
ー
場
の
ロ
ー

ラ
ー
ス
キ
ー
コ
ー
ス
で
は
各
ク
ラ
ス
別
の

「
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
競
技
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
Ａ
級
公
認

大
会
で
あ
る
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
プ
お
よ
び
コ

ン
バ
イ
ン
ド
大
会
で
は
、
花
輪
ス
キ
ー
場

の
２
つ
の
ジ
ャ
ン
プ
台
で
国
内
の
ト
ッ
プ

選
手
や
次
代
を
担
う
青
少
年
に
よ
る
熱
い

戦
い
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

毎
年
、
地
元
の
選
手
を
始
め
、
こ
れ
ま

で
世
界
で
活
躍
し
て
い
る
選
手
も
多
数
出

場
し
て
い
る
大
会
で
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
会
場
に
足
を
運
び
、
熱
い
声
援
を
送
り

ま
し
ょ
う
。

　
「
秋
田
25
市
町
村
対
抗
駅
伝 

ふ

る
さ
と
あ
き
た
ラ
ン
！
」
が
、
10

月
６
日
日
に
本
市
で
開
催
さ
れ
ま

す
。

　

道
の
駅
お
お
ゆ
が
発
着
点
と
な

り
、
小
学
生
か
ら
壮
年
ま
で
が
９

区
間
に
わ
た
っ
て
タ
ス
キ
を
つ
な

ぎ
ま
す
。
今
年
も
２
チ
ー
ム
の
エ

ン
ト
リ
ー
を
予
定
し
て
お
り
、
地

元
で
４
年
ぶ
り
２
回
目
の
優
勝
を

目
指
し
ま
す
。
沿
道
か
ら
の
ご
声

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
は
、
道
具
を
使

わ
ず
「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
ひ
と
り
で

も
」
で
き
る
よ
う
に
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
す
。
関
節
の
可
動
域

を
元
気
な
う
ち
か
ら
し
っ
か
り
と
保
ち
、
肩

痛
・
腰
痛
・
膝
痛
や
転
倒
な
ど
を
予
防
す
る

た
め
に
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

十
和
田
・
花
輪
・
尾
去
沢
・
八
幡
平
の
4

地
区
で
月
に
2
回
体
操
教
室
が
開
か
れ
て
い

ま
す
。
初
め
て
の
方
も
体
験
し
た
こ
と
が
あ

る
方
も
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
に
取
り
組

み
、
皆
さ
ん
で
活
動
の
輪
を
広
げ
て
元
気
な

ま
ち
鹿
角
を
目
指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
で
介
護
予
防

～
み
ん
な
で
支
え
る
地
域
づ
く
り
～

●指をひっかけるように両手を組みます。
●肘を軽く横に張って、左右の手を引っ張り合います。
●息を吐きながら、5 ～ 6 秒思いっきり力を入れます。
●手を逆にして同様に行います。

【三角筋】
　肩を上げたり、腕
を横に広げたりする
ための筋肉です。

●片方の手を胸の高さ
で、手のひらを上へ向
けます。

「指ひっかけ引っ張り合い」 (握力と三角筋の強化）

モデル：シルバーリハビリ体操 2 級指導士　山本 敦子さん

力をつける体操

今月のシルリハ体操教室
日にち 時間 場所

3日木 31日木

13 時 30 分～

14 時 30 分

福祉保健センター

7日🈷 17日木 尾去沢市民センター

8日火 29日火 十和田市民センター

10日木 24日木 八幡平市民センター

・息を止めないように、必ず息を吐きなが
ら行いましょう。
・親指までしっかりひっかけます。

Point

体操教室（花輪地区）の輪は地域の輪になります。

敬老会では参加者全員でシルバーリハビリ体操を行

いました。

２
０
１
９
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
サ
マ
ー
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ー

大
会
IN
鹿
角 

兼
（
公
財
）
全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
Ａ
級
公
認

２
０
１
９
鹿
角
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
プ
・
コ
ン
バ
イ
ン
ド
大
会

秋
田
25
市
町
村
対
抗
駅
伝

ふ
る
さ
と
あ
き
た
ラ
ン
！

鹿
角
大
会

区分 氏名

小学生男子 戸川 凌耶（花輪）、金山 純大（花輪）

小学生女子 田村 心愛（十和田）、小板橋 昊（花輪）

中学生男子 米村 修翔（花輪一）、佐藤 康士朗（花
輪一）

中学生女子 尾崎 菜心（十和田）、黒澤 未羽（花
輪一）

高校生男子 工藤 隼也（花輪）、成田 快斗（十和田）

高校生女子 阿部 綾音（花輪）、小沼 唯菜（十和田）

一般男子
大場 直樹、工藤 来輝、板橋 賢吾、
高田 俊太、阿部 貴大

一般女子
苗代沢 栄里、畠山 侑、阿部 杏和、
大場 美加

壮年 尾崎 紀幸、兎澤 俊幸

【握力】
　物を握る力で全身
の筋力の指標となり
ます。
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行政 information 行政 information

行
政相談委員は、総務大臣から委嘱を受け、

行政サービスに関する苦情や、意見・要望

を受け付け、皆さんと関係機関などとの間に立っ

て、その解決を図る「行政と住民のパイプ役」です。

▶「特設行政相談所」を開

設しますので、お気軽にご利用ください。

※行政相談週間にあわせて、啓発活動を行います。

▶日時　10 月 8 日火 9 時～

▶場所　鹿角市定期市場

問 市民共動課 共動推進班 ☎ 30-0202

将
来、本市で医師として働く意思がある方を

対象に、修学資金を貸与します。

▶貸与金額　最大 2,200 万円（条件により返済

免除の場合あり）

▶貸与条件

①将来、本市で医師として働く意思があること

②日本国内の医学部に合格すること

③本市に 3 年以上住民登録があること、または

3 親等以内の親族が、本市に住んでいるか、

事業所を経営していること

▶貸与を希望する方へ

・10 月 18 日金までに「修学資金貸与要望書」

を提出してください。（様式は市ホームページ

からダウンロードするか、福祉総務課にご連

絡ください）

・貸与の決定は、医学部に合格後となります。

・貸与できる人数は、予算の範囲内となります。

問 福祉総務課 総務企画班 ☎ 30-0233

消
費税引き上げが家計に与える影響を緩和す

る、プレミアム付商品券を販売中です。

　商品券は対象者のみ購入でき、1 人あたり最大

25,000 円分の商品券を 20,000 円で購入でき

ます。

▶商品券販売期間　令和２年２月 29 日土まで

▶商品券販売店　①秋田銀行市内３支店②北都銀

行鹿角支店 ③秋田県信用組合市内２支店④いとく

鹿角ショッピングセンター ⑤いとく花輪店 ⑥ユニ

バース毛馬内店

▶商品券購入方法　商品券購入引換券と本人確認

ができる書類、代金を持参のうえ商品券販売店に

て購入ください。※商品券の対象となりえる方に

は、購入引換券申請書を送付しています。申請し

ていない方は12月27日金まで申請してください。

▶商品券使用期間　令和２年 2 月 29 日土まで

▶商品券取扱店　かづの商工会ホー

ムページに掲載されているほか、取扱

店にはステッカーを掲示しています。

問 産業活力課 商工・新エネ班 ☎ 30-0250

悩み事はお気軽にご相談ください 医師を目指す方を応援します

消費税引き上げが家計に与える影響を緩和

10月7日月～13日日 は「行政相談週間」 医師修学資金貸与希望者を募集

鹿角市プレミアム付商品券販売中

本市を担当する行政相談委員の
方々（左から）
金 美智子さん（花輪）
佐藤 志保子さん（八幡平）
和田 祐二さん（十和田）　

開催日 場　所 時　間

10 月 25 日金 十和田市民センター

10 時～ 12 時10 月 26 日土 花輪市民センター（コモッセ内）

10 月 27 日日 八幡平市民センター

起
業・創業者向けの貸事務所「インキュベー

トルーム」の入居者を募集します。入居を

希望される方は、産業活力課に必要書類を提出し

てください。

▶提出書類

①まちなかオフィス使用許可申請書

②事業計画概要説明書

③都道府県税および市区町村税の滞納がない証明書

※①と②は市ホームページからダウンロードできます。

▶提出期限　11 月 1 日金

問 産業活力課 商工・新エネ班 ☎ 30-0250

起業・創業をお考えの方へ

まちなかオフィス入居者募集

募集物件 インキュベートルーム B（15.08㎡）

月額使用料
10,000 円（電気料・通信料・駐車場代含む）

※市外在住者が転入して使用する場合は無料

入居要件
※②・③は、
どちらか一方
に該当する者

①農林漁業、保険・金融業、風営法の許可また

は届け出が必要な業種以外の業種

②創業を計画しており、施設の使用を開始する

日以後 1 年以内に事業を開始する者

③創業後 1 年以内の個人もしくは法人

入居期間 入居許可日から 3 年以内

10
月 1 日から 3 歳から 5 歳の子どもの幼稚

園・保育施設などの利用料（食材料費・

行事費などの実費を除く）が無償になります。

　また、0 歳から 2 歳までの子どもは、市独自の

取り組みにより、第 2 子以降の利用料を無償化し

ていましたが、10 月からその対象者を第 1 子（所

得制限有）まで拡大します。

▶対象施設　幼稚園、認可保育所、認定こども園、

認可外保育施設

※上記施設に入っていない幼児は、一時預かり事

業や病児保育事業、ファミサポ事業などの利用料

も対象となります。

問 子育て・長寿課 こども家庭応援班 ☎ 30-0235

市
有林から搬出した間伐材を一般競争入札に

より売却します。入札公告をご確認の上、

参加申し込みをしてください。

▶売却物件

▶財産の所在　十和田大湯字下折戸地内

▶応募締切　10 月 21 日🈷

▶入札日時　10 月 23 日水 10 時～

▶入札場所　市役所第 5 会議室

※詳しくは QR コードから市ホームページをご覧

ください。

問 財政課 管財地籍班

　 ☎ 30-0210

第１子から対象に間伐材を一般競争入札により売却

幼児教育・保育の無償化がスタート間伐材の入札参加者募集

県
条例では、この時期の稲わら・もみ殻の燃

焼行為を全面的に禁止しています。

　なお、禁止期間外に燃焼行為をする場合は、事

前に消防署へ「火災と紛らわしい行為の届出」が

必要となります。

▶禁止期間　

10 月 1 日火～ 11 月 10 日日

問 市民共動課 環境生活班 ☎ 30-0224（稲わ

ら焼きなどに関するお問い合わせ）

　 鹿角広域行政組合消防署 ☎ 23-4975（火災

と紛らわしい行為の届出に関するお問い合わせ）

10 月 1 日火～ 11 月 10 日日まで

稲わら・もみ殻燃焼禁止期間

子どもの年齢
利用料

（保育料）

食材料費

主食費 副食費

3 ～ 5 歳

（1・2 号認定）
すべて無償

実費

（持参有）

世帯収入約 360 万

円までは、国制度に

より無償。それ以外

は、助成制度あり。

0 ～ 2 歳

（3 号認定）

第 1 子
約 年 収 640

万円まで無償

保育料に含まれます第 2 子
約 年 収 930

万円まで無償

第 3 子

以降
すべて無償

樹種 数量 材積 備考

スギ材
（丸太 4.00m）

3,199 本 856.282㎥

昭和 28 ～ 31年植栽
林齢 64 ～ 67 年生

スギ材
（丸太 2.00m）

1,242 本 237.591㎥

スギ材
（丸太 2.00m
チップ材）

358 本 240329㎥

▶日にち　10 月 7 日🈷

▶受付時間　9 時 30 分～ 11 時 30 分

▶診察時間　10 時～ 12 時

▶場所　大館市立中央公民館（大館市字桜町南 45-1）

※認め印、身体障害者手帳（すでにお持ちの方の

み）をご持参ください。

問 福祉総務課 地域福祉班 ☎ 30-0238

給
付の対象となる方には請求案内が 9 月中に

送付されています。同封の請求ハガキに必

要事項を記入のうえ切手を貼って、10 月 18 日

金までに年金機構へ届くよう郵便ポストに投函し

てください。

　不明な点は「給付金専用ダイヤル ( ☎ 0570-

05-4092)」へお問い合わせください。

問 市民課 戸籍年金班 ☎ 30-0223

▶対象　市民の子どもで、高校・高専・大学（短大・

専門学校含む）・大学院に在学または入学・進学

予定のある方

▶貸与額　高校・高専前期３年間（月額１万円）、

大学・大学院・高専後期２年間（月額３万円）

▶申込締切　11 月 8 日金

▶申込方法　教育委員会および各支所に備え付け

の申込書でお申し込みください。

※申し込み後に書類審査と面接を行います。

問 教育委員会 総務学事課 ☎ 30-0290

身体障害者手帳の診断や補装具の修理などの判定

支給申請はお早めに

意欲のある学生に無利子で貸与します

身体障害者巡回相談（肢体）
年金生活者支援給付金を支給

令和 2 年度 鹿角市奨学生を募集

2019年 10月号13 KAZUNO CITY 2019年 10月号 12KAZUNO CITY
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ち
ょ
筋
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室（
ホ
リ
デ
ー
サ
ー
ク
ル
）

20
日
日
10
時
～
／
花
輪
市
民
セ
ン
タ
ー
（
コ
モ

ッ
セ
内
）
／
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
大
判
バ
ス

タ
オ
ル
、
水
分
補
給
の
飲
料

浅
利
ゆ
み
先
生
の
健
康
体
操
教
室
（
ス
マ
イ

ル
教
室
）

22
日
火
13
時
30
分
～
／
多
世
代
交
流
ス
ペ
ー

ス
ま
ち
っ
こ
／
水
分
補
給
の
飲
料

リ
ズ
ム
運
動
教
室
（
ヘ
ル
ス
デ
ザ
イ
ン
）

23
日
水
10
時
～
／
花
輪
市
民
セ
ン
タ
ー
（
コ
モ

ッ
セ
内
）
／
運
動
ぐ
つ
、
水
分
補
給
の
飲
料

問 

市
民
課 

国
保
医
療
班 

☎
30
‐
０
２
２
２

　　
　

❖
日
に
ち　

10
月
29
日
火

けんこう information

　

健
康
に
つ
い
て
考
え
、
日
ご
ろ
の
生
活
習

慣
な
ど
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
な
る
よ
う
な

標
語
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
57
作
品
の
応
募

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
８
作
品
が
選
ば
れ
、
9
月

15
日
の
「
か
づ
の
元
気
フ
ェ
ス
タ
」
会
場
で

表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
問 

市
民
課 

国
保
医
療
班 

☎
30
‐
０
２
２
２

　

認
知
症
に
つ
い
て
学
び
、
認
知
症
の
方
や

家
族
を
見
守
る
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
に

な
り
ま
せ
ん
か
。

❖
日
時　

10
月
27
日
日 

10
時
～
11
時
30
分

❖
場
所　

大
湯
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー 

湯
都

里 

大
広
間

問 

健
康
ラ
イ
フ
課 

介
護
予
防
班

　

 

☎
30
‐
０
１
０
３

特
定
健
診
、
後
期
高
齢
者
健
診
、
30
代
さ
ん

ま
る
健
診

※
30
代
さ
ん
ま
る
健
診
は
８
日
火
も
実
施
し
ま
す
。

※
10
日
木
・
15
日
火
・
21
日
🈷
は
同
会
場
で

肺
と
大
腸
の
が
ん
検
診
も
受
診
で
き
ま
す
。

こ
ち
ら
は
有
料
に
な
り
ま
す
。

❖
対
象　

・
国
保
（
40
歳
以
上
）
の
方

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
方

・ 

社
会
保
険
な
ど
の
加
入
者
で
受
診
券
を
お

持
ち
の
方

・
30
歳
～
39
歳
で
健
康
診
断
の
機
会
の
な
い
方

❖
持
ち
物　

被
保
険
者
証
、
受
診
券
、
自
己

負
担
金
１
千
円
（
国
保
・
後
期
高
齢
者
以
外
）

問 

健
康
ラ
イ
フ
課 

健
康
づ
く
り
班

    

☎
30
‐
０
１
１
９

　

介
護
者
同
士
の
交
流
や
情
報
交
換
を
通
じ

て
、
介
護
者
の
健
康
づ
く
り
・
心
身
の
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
を
図
り
ま
す
。
在
宅
で
介
護
し
て

い
る
方
、
介
護
経
験
の
あ
る
方
、
介
護
に
つ

い
て
学
び
た
い
方
な
ど
、
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

❖
日
時　

10
月
16
日
水 

10
時
～
12
時

❖
場
所　

か
づ
の
厚
生
病
院 

エ
ン
ト
ラ
ン
ス

❖
内
容　

専
門
職
を
交
え
て
の
医
療
・
介
護
・

福
祉
の
相
談
や
心
と
体
の
癒
し
、
セ
ラ
ピ
ー
効

果
の
あ
る
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
い
ま
す
。

問 

健
康
ラ
イ
フ
課 

介
護
予
防
班　

　

 

☎
30
‐
０
１
０
３

　　

受
診
を
希
望
す
る
方
は
、
健
康
ラ
イ
フ
課

へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

❖
場
所
　
い
け
が
み
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク

❖
場
所　

か
づ
の
厚
生
病
院

問 

健
康
ラ
イ
フ
課 

健
康
づ
く
り
班

    

☎ 

30
‐
０
１
１
９

　

倒
産
や
解
雇
、
雇
い
止
め
な
ど
の
理
由
に

よ
り
離
職
し
、
職
場
の
健
康
保
険
を
脱
退
し

て
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
た
方
に
は
、

申
請
に
よ
る
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
制
度

が
あ
り
ま
す
。

❖
対
象
と
な
る
方　

離
職
時
に
65
歳
未
満
で
、

雇
用
保
険
の
「
特
定
受
給
資
格
者
」
（
会
社

の
倒
産
や
解
雇
な
ど
に
よ
る
離
職
）
ま
た
は

「
特
定
理
由
離
職
者
」
（
雇
い
止
め
な
ど
に

よ
る
離
職
）
に
該
当
す
る
方

❖
対
象
と
な
る
期
間　

離
職
日
の
翌
日
か
ら
、

そ
の
翌
年
度
末
ま
で
の
期
間

❖
軽
減
の
内
容　

税
計
算
の
基
と
な
っ
た
給

与
所
得
の
み
を
10
分
の
3
と
し
て
、
税
額
を

計
算
し
ま
す
。

❖
申
請
に
必
要
な
も
の　

雇
用
保
険
受
給
資

格
者
証
（
原
本
）
、
認
め
印

問 

市
民
課 

国
保
医
療
班 
☎
30
‐
０
２
２
２

10
月
の
集
団
健
診

家
族
介
護
者
交
流
会

子
宮
が
ん
検
診

乳
が
ん
検
診

電
話
勧
奨
を
行
い
ま
す

▪
日
時　

10
月
21
日
🈷  

10
時
～
11
時

▪
場
所　

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー 

団
体
活
動
室

問 

子
育
て
・
長
寿
課 

高
齢
者
支
援
班 

　

 

☎
30
‐
０
２
３
４

介
護
保
険
制
度
説
明
会

非
自
発
的
離
職
者
の
国
民
健
康
保

険
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す

生
き
生
き
鹿
角
市
民
！

こ
く
ほ
標
語
コ
ン
テ
ス
ト

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

生
後
３
カ
月
以
上
の
犬
を
飼
う
場
合
は
、

犬
の
登
録
と
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が

法
律
に
よ
り
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

問 

福
祉
総
務
課 

総
務
企
画
班 

☎
30
‐
0
２
３
３

　

参
加
費
無
料
で
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
参
加
は
市
民
課
へ
の
お
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。
※
無
料
託
児
を
利
用
さ
れ
る
方
は

1
週
間
前
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時
／
場
所
／
持
ち
物
な
ど

ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
教
室
（
さ
ん
さ
ん
レ
デ
ィ
ー

ス
ク
ラ
ブ
）

7
日
月
10
時
～
／
記
念
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

／
運
動
ぐ
つ
、
水
分
補
給
の
飲
料

コ
コ
か
ら
体
操
教
室
（
華
美
会
）

11
日
金
10
時
～
／
大
湯
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー 

湯
都
里
／
運
動
ぐ
つ
、
水
分
補
給
の
飲
料

ゆ
っ
た
り
ヨ
ガ
教
室
（
く
び
れ
て
み
ヨ
ー
ガ
）

11
日
金
10
時
15
分
～
／
花
輪
市
民
セ
ン
タ
ー

（
コ
モ
ッ
セ
内
）
／
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
大
判

バ
ス
タ
オ
ル
、
水
分
補
給
の
飲
料

10
月
の
健
康
教
室

１０月の献血車訪問

　　

受
診
を
希
望
す
る
方
は
、
10
月
16
日
水
ま

で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

❖
場
所　

文
化
の
杜
交
流
館
コ
モ
ッ
セ

❖
場
所　

十
和
田
市
民
セ
ン
タ
ー

❖
対
象　

40
歳
以
上
の
女
性（
２
年
に
１
回
）

❖
料
金　

50
歳
以
上
1
千
円
、
40
・
42
～
49

歳
１
６
０
０
円
、
41
歳
無
料　

※
無
料
の
方
に
は
ク
ー
ポ
ン
券
交
付
済
み

❖
内
容　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査

※
女
性
技
師
が
撮
影
を
し
ま
す
。

※
引
き
続
き
、
医
療
機
関
で
の
子
宮
が
ん
検

診
、
乳
が
ん
検
診
の
予
約
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
希
望
す
る
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問 

健
康
ラ
イ
フ
課 

健
康
づ
く
り
班

    

☎ 

30
‐
０
１
１
９

　

10
月
上
旬
に
乳
が
ん
検
診
を
お
す
す
め
す

る
電
話
勧
奨
を
行
い
ま
す
。

❖
対
象　

９
月
末
現
在
で
乳
が
ん
検
診
未
受

診
の
女
性

※
検
診
日
程
は
、「
２
０
１
９
年
度 

検
診
の

ご
案
内
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問 

健
康
ラ
イ
フ
課 

健
康
づ
く
り
班

    

☎ 

30
‐
０
１
１
９

第
２
回 

男
の
台
所

～
美
味
し
く
健
康
的
な
食
事
を
作
ろ
う
～ 

❖
日
時　

11
月
17
日
日 

13
時
30
分
～
16
時

❖
場
所　

花
輪
市
民
セ
ン
タ
ー 

調
理
室
（
コ

モ
ッ
セ
内
）

❖
定
員　

男
性
16
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

❖
材
料
費　

５
０
０
円
（
料
金
を
添
え
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
）

❖
講
師　

市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

❖
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
ハ
ン
ド
タ
オ
ル
、

上
履
き

❖
申
込
期
限　

11
月
８
日
金

❖
メ
ニ
ュ
ー
（
予
定
）　

さ
つ
ま
い
も
ご
飯
、

豚
バ
ラ
・
豆
苗
・
ち
ぎ
り
厚
揚
げ
・
え
の
き

の
重
ね
蒸
し
、
か
ぶ
の
ゆ
ず
和
え
、
は
ん
ぺ

ん
の
す
ま
し
汁

問 

花
輪
市
民
セ
ン
タ
ー 

☎
23
‐
３
３
５
１

表彰 作品 作者

最優秀賞 健診で 守る未来と 家族の笑顔 山田 恵さん

優秀賞
延ばすなら 家族も喜ぶ 健康寿命 大井 雅史さん

運動と 早目健診 長寿のひけつ 野口 成人さん

入賞

健診を 続けて延びる 健康長寿 川又 正三さん

検診で守ろう笑顔 健康長寿 磯崎 照子さん

運動 健診 食生活 今日も健康 金メダル 佐藤 保子さん

健診を 受けて長寿の新時代 石井 勲さん

朝夕は 犬に引かれて 健康づくり 高橋 セツ子さん

27
日
日

日
に
ち

10
時
15
分
～
11
時

９
時
～
９
時
45
分

時
間

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

十
和
田
市
民
セ
ン
タ
ー

場
所

月
～
土

曜
日

10
時
～
11
時
、
14
時
30
分
～
17
時

受
付
時
間

日
に
ち

時
間

場
所

10
日
木

18
時
～
19
時

十
和
田
市
民
セ
ン
タ
ー

15
日
火

13
時
30
分
～

14
時
30
分

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

21
日
🈷

18
時
～
19
時

曜
日

受
付
時
間

月
、
水
～
金

7
時
50
分
～
8
時

受
付
時
間

場
所

9
時
～
9
時
45
分

Ｊ
Ａ
か
づ
の
本
所

10
時
30
分
～
12
時

鹿
角
地
域
振
興
局

14
時
～
16
時
30
分

か
づ
の
厚
生
病
院

日
に
ち

受
付
時
間

10
月
31
日
木

①
9
時
30
分
～
10
時

②
10
時
30
分
～
11
時

③
13
時
～
13
時
30
分

④
14
時
～
14
時
30
分

11
月
1
日
金

11
月
7
日
木

11
月
6
日
水

①
13
時
～
13
時
30
分

②
14
時
～
14
時
30
分

③
16
時
30
分
～
17
時

④
17
時
30
分
～
18
時

日
に
ち

受
付
時
間

11
月
５
日
火

①
9
時
30
分
～
10
時

②
10
時
30
分
～
11
時

③
13
時
～
13
時
30
分

④
14
時
～
14
時
30
分

お
い
し
く
食
べ
て
健
康
づ
く
り

10
月
の
狂
犬
病
予
防
注
射

※
乳
が
ん
検
診
も
同
時
受
診
可

※
水
・
土
は
午
前
の
み
、
木
は
午
後
の
み

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
に
記
載
の
あ
る

離
職
理
由
の
番
号
が
、
11
・
12
・
21
・
22
・

23
・
31
・
32
・
33
・
34
で
あ
る
方
が
対
象
で

す
。

※
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
上
部
に
、
特
、

高
と
表
記
さ
れ
て
い
る
方
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

※
「
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
」
に
つ

い
て
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鹿
角
（
☎
23
‐

２
１
７
３
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

こくほ標語コンテスト表彰受賞者



2019年 10月号17 KAZUNO CITY 2019年 10月号 16KAZUNO CITY

子育て・学び information

　

登
校
中
の
子
ど
も
た
ち
に
「
お
は
よ
う
」
や

「
気
を
つ
け
て
ね
」
な
ど
の
声
か
け
を
お
願
い

し
ま
す
。

❖
日
時　

10
月
７
日
🈷 

７
時
15
分
～
8
時

※
花
輪
第
一
中
学
校
、
八
幡
平
中
学
校
は
、
学

校
行
事
の
振
替
休
業
日
の
た
め
９
日
水
に
実
施

し
ま
す
。

問 

生
涯
学
習
課 

社
会
教
育
班 

☎
30
‐
0
２
９
2

親
子
体
験
教
室
Ｊ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
ラ
ボ

「
遺
跡
の
不
思
議
ア
イ
テ
ム
、
ど
ば
ん
く
ん
を

作
ろ
う
！
」

❖
日
時　

10
月
19
日
土 

10
時
～
12
時

❖
場
所　

大
湯
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
館 

縄
文

工
房

❖
参
加
費　

１
作
品
に
つ
き
５
０
０
円
（
当
日

お
持
ち
帰
り
で
き
ま
す
）

❖
内
容　

大
湯
環
状
列
石
の
土
版
を
観
察
し
、

本
物
そ
っ
く
り
な
土
版
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

問 

大
湯
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
館　

　

 

☎
37
‐
３
８
２
２

子育て・学び information

❖
日
時　

10
月
27
日
日 

10
時
30
分

❖
場
所　

か
な
や
ま
ア
リ
ー
ナ　

❖
内
容　

市
の
鳥
で
あ
る
「
声
良
鶏
」
の
羽
の

色
、
体
形
な
ど
、
容
姿
を
競
い
合
い
ま
す
。
当

日
は
、
お
絵
か
き
コ
ー
ナ
ー
も
設
置
し
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
声
良
鶏
を
身
近
に
感
じ
て
み

ま
せ
ん
か
。

問 

生
涯
学
習
課 

文
化
財
班 

☎
30
‐
０
２
９
４

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
講
座

❖
日
時　

10
月
12
日
土 

13
時
30
分
～
15
時
30
分

❖
場
所　

花
輪
市
民
セ
ン
タ
ー 

研
修
室

❖
講
師　

中
村 

裕
昭
氏(

ゲ
ー
ト
プ
ラ
ス
株

式
会
社)

❖
内
容　

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
、
新
し
い

こ
と
に
挑
戦
す
る
方
法
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

自
分
の
「
や
る
気
ス
イ
ッ
チ
」
を
探
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

問 

生
涯
学
習
課 

社
会
教
育
班 

☎
30
‐
0
２
９
2

古
文
書
読
み
方
講
座

❖
日
時　

10
月
17
日
木 

13
時
30
分
～
15
時　

❖
場
所　

花
輪
市
民
セ
ン
タ
ー 

会
議
室
（
コ

モ
ッ
セ
内
）

❖
講
師　

柳
澤 

裕
子
氏

❖
内
容　

尾
去
沢
銅
山
年
中
行
事
、
内
藤
調
一

の
出
陣
日
記
な
ど

超
大
型
絵
本
お
は
な
し
会　

テ
ィ
ラ
ノ
く
ん
や
ゾ
ロ
リ
も
や
っ
て
く
る
！

❖
日
時　

10
月
26
日
土 

10
時
～
11
時
45
分

❖
場
所　

文
化
の
杜
交
流
館
コ
モ
ッ
セ 

文
化

ホ
ー
ル

❖
内
容　

２
４
０
㎝
の
超
大
型
絵
本
で
読
み
聞

か
せ
を
行
い
ま
す
。

※
申
込
不
要

絵
本
作
家
塚
本
や
す
し
先
生
と
遊
び
ま
シ
ョ
ー
！

❖
日
時　

10
月
26
日
土 

13
時
30
分
～
14
時
45
分

❖
場
所　

文
化
の
杜
交
流
館
コ
モ
ッ
セ 

文
化

ホ
ー
ル

❖
内
容　

お
は
な
し
会
と
ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン
テ
ィ

ン
グ
を
行
い
ま
す
。

❖
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

❖
申
込
締
切　

10
月
３
日
木

❖
申
込
方
法　

花
輪
図
書
館
へ
直
接
ま
た
は
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

歴
史
講
座

「
古
文
書
か
ら
た
ど
る
か
づ
の
の
酒
づ
く
り
」

❖
日
時　

11
月
2
日
土 

13
時
30
分
～
15
時
30
分

❖
場
所　

花
輪
市
民
セ
ン
タ
ー 

講
堂
（
コ
モ

ッ
セ
内
）

❖
講
師　

冨
善 

一
敏
氏(

東
京
大
学
経
済
学

部
資
料
室
学
術
支
援
専
門
職
員
）、
大
澤 

篤
氏

（
明
治
学
院
大
学
助
教
）、
大
島 

朋
剛
氏
（
神

奈
川
大
学
准
教
授
）

❖
内
容　

歴
史
学
者
の
お
話
を
聞
き
な
が
ら
、

戦
前
の
関
善
酒
店
や
花
輪
を
中
心
と
す
る
鹿
角

地
域
の
歴
史
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

※
申
込
不
要

お
い
し
く
食
べ
て
健
康
づ
く
り 

図
書
館
食
堂

～
懐
か
し
い
あ
の
本
か
ら
心
も
身
体
も
あ
っ
た

ま
～
る
メ
ニ
ュ
―
～

❖
日
時　

11
月
15
日
金 

９
時
30
分
～
13
時

❖
場
所　

花
輪
市
民
セ
ン
タ
ー 

調
理
室
（
コ

モ
ッ
セ
内
）

❖
講
師　

丸
岡 

隆
子
氏(

茶
房
Ｒ
ｙ
ｕ)

❖
内
容　
「
魔
女
の
宅
急
便
」、「
ム
ー
ミ
ン
」

な
ど
に
登
場
す
る
料
理
を
再
現
。

❖
参
加
費　

７
０
０
円

❖
定
員　

20
人　

※
託
児
有
（
要
申
込
）

❖
申
込
期
間　

10
月
15
日
火
～
11
月
8
日
金

❖
申
込
先　

花
輪
市
民
セ
ン
タ
ー(

☎
23
‐

３
３
５
１)

問 

花
輪
図
書
館 

☎
23
‐
４
４
７
１

先
人
顕
彰
館

大
湯
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
館

花
輪
図
書
館

図
書
館
（
花
輪
・
十
和
田
）
休
館
日

第
74
回 

声
良
鶏
羽う

し
ょ
く色

体
形
大
会

鹿
角
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ｉ
カ
レ
ッ
ジ 

十
和
田
図
書
館

歴
史
民
俗
資
料
館

郷
土
を
語
る
会 

「
東
北
の
災
害
史
に
つ
い
て
」

❖
日
時　

10
月
18
日
金 

14
時
～
16
時　
　

❖
講
師　

阿
部 

正
記
氏

古
典
読
書
講
座
「
源
氏
物
語
」 

❖
日
時　

10
月
19
日
土 

13
時
30
分
～
15
時
30
分

❖
講
師　

小
田
島 

哲
夫
氏
（
元
高
校
教
員
）

問 

十
和
田
図
書
館 

☎
35
‐
３
２
３
９

　

11
月
６
日
水
は
市
内
の
図
書
館
が
休
館
し
ま
す
。

　
問 

花
輪
図
書
館 

☎
23
‐
４
４
７
１

　

 

十
和
田
図
書
館 

☎
35
‐
３
２
３
９

湖
南
を
知
る
会

❖
日
時　

10
月
5
日
土 

13
時
30
分
～

❖
講
師　

三
上 

芳
子
氏

❖
内
容　

明
治
22
年
3
月
～
5
月
に
湖
南
か
ら

父
十じ
ゅ
う
わ
ん

湾
へ
宛
て
た
書
簡
を
解
説
し
ま
す
。

「
鹿
角
の
偉
人
」
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
表

彰
式

❖
日
時　

10
月
19
日
土 

10
時

❖
場
所　

先
人
顕
彰
館
ホ
ー
ル　

問 

先
人
顕
彰
館 

☎
35
‐
５
２
５
０

歴
史
探
訪
「
花
輪
通
り
と
花
輪
代
官
所
跡
」

❖
日
時　

10
月
13
日
日 

11
時
（
花
輪
通
り
）、

10
月
20
日
日 

11
時
（
花
輪
代
官
所
跡
）

❖
場
所　

歴
史
民
俗
資
料
館
前 

集
合

❖
講
師　

藤
井 

安
正
（
資
料
館
職
員
）

❖
内
容　

学
芸
員
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
１
時

間
ほ
ど
花
輪
通
り
や
代
官
所
跡
を
散
策
し
ま
す
。

❖
参
加
費　

保
険
料
と
し
て
１
０
０
円
（
当
日

徴
収
し
ま
す
）

❖
定
員　

各
10
人　

❖
申
込
締
切　

開
催
日
３
日
前
ま
で

企
画
展
「
花
輪
通
り
と
花
輪
代
官
所
」

❖
展
示
期
間　

10
月
1
日
火
～
11
月
10
日
日　

❖
内
容　

江
戸
時
代
の
花
輪
通
り
や
花
輪
代
官

所
を
絵
図
や
古
図
、
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

問 

歴
史
民
俗
資
料
館　

☎
22
‐
７
２
８
８

子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
子
育
て

サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
無
料
託
児
有

❖
日
に
ち　

11
月
5
日
火
～
13
日
水
（
土
日
は

除
く
）

※
日
程
に
よ
っ
て
開
始
時
間
と
終
了
時
間
が
異

な
り
ま
す
。

❖
場
所　

花
輪
市
民
セ
ン
タ
ー 

研
修
室
（
コ

モ
ッ
セ
内
）

❖
参
加
費　

２
５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

❖
定
員　

20
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

❖
対
象　

健
康
で
、
講
座
終
了
後
子
育
て
サ
ポ

ー
タ
ー
と
し
て
活
動
し
た
い
方

❖
申
込
先　

子
ど
も
未
来
セ
ン
タ
ー
、
児
童
セ

ン
タ
ー　
　

Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
の
日
＆
あ
の
ね
の
日

❖
日
に
ち　

10
月
3
日
木
（
保
健
師
・
助
産
師
）

Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
の
日

❖
日
に
ち　

10
月
17
日
木

奏
＆
Ｙ
Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｙ
Ｏ
Ｍ
Ｕ

❖
日
に
ち　

10
月
28
日
🈷

み
ら
い
Ｄ
Ｅ
あ
そ
ぼ
「
は
い
は
い
さ
ん
の
会
」

❖
日
に
ち　

10
月
31
日
木

問 

子
ど
も
未
来
セ
ン
タ
ー 

☎
30
‐
０
８
５
５

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ザ
・
ス
ポ
ー
ツ 

剣
道
に
挑
戦
！

❖
日
時　

11
月
9
日
土 

10
時
～
12
時

❖
場
所　

児
童
セ
ン
タ
ー 

遊
戯
室

❖
参
加
費　

１
０
０
円

❖
定
員　

30
人

❖
対
象　

市
内
の
小
中
学
生

❖
申
し
込
み　

10
月
15
火
～
（
定
員
に
な
り
次

第
締
切
）

問 

児
童
セ
ン
タ
ー 

☎
23
‐
７
１
８
０

※（花）（八）（尾）（十）（大）は、花輪・八幡平・尾去沢・十和田・大湯を指します。

問 子育て・長寿課 こども家庭応援班 ☎ 30-0265

とき 内容 対象 受付開始

18日金 3歳児健診 平成28年５月生（十、大、花）、平成28年６月生（八、尾）

12時 45分
23日水 3～ 4か月児健診 令和元年６月生（全地区）

24日木 １歳６か月児健診
平成 30 年 2 月生（十、大、花）、平成 30 年 3 月生

（八、尾、十、大）

30日水 乳児相談（4～5か月児） 令和元年５月生（全地区） 9時45分

乳幼児の健診カレンダー

誕生日の思い出に写真を掲載してみませんか。（未就学児のお子さんに限ります）
詳しくは政策企画課 政策推進班（☎ 30-0205）までご連絡ください。

子
ど
も
未
来
セ
ン
タ
ー

声
か
け
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す

児
童
セ
ン
タ
ー

今月のお誕生日

平
成
29
年
10

月

27

日
生
／
花
輪

父 

脩
平
さ
ん
・
母 

由
宇
子
さ
ん

　名は酉年生まれにちなみ、平

和な世に現れる「鳳凰」から。

声に出しても、かな・漢字表記

でも印象に残るように。韻も踏

んでいます。Say ＨＯ！

佐
さ と う

藤 鳳
ほう

くん　➋歳



み
ん
な
の
情
報
広
場
の
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

原
稿
の
締
切
日
は
発
行
月
の
前
月
８
日
で
す
。

◎ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
で
も
お
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

政
策
企
画
課　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

30
ー
１
１
２
２

情
報
の
広
場

2019年 10月号19 KAZUNO CITY 2019年 10月号 18KAZUNO CITY※10月31日木は国民健康保険税第4期の納期限です。

日
時
：
10
月
6
日
日 

11
時
～
16
時

場
所
：
文
化
の
杜
交
流
館
コ
モ
ッ
セ

内
容
：
会
員
登
録
の
受
付
、
お
相
手

検
索
、
結
婚
に
関
す
る
相
談

申
込
：
完
全
予
約
制
の
た
め
、
利
用

を
希
望
す
る
本
人
が
、
10
月
４
日
金

ま
で
に
（
☎
０
８
０
０
‐
８
０
０
‐

０
４
１
３
）
ま
で
電
話
で
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

問
政
策
企
画
課 

政
策
推
進
班

☎
30
‐
０
２
０
５

　

シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作
業
の
た

め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し

た
各
種
証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ

ス
の
う
ち
、
戸
籍
謄
抄
本
・
戸
籍
附
票

の
写
し
の
交
付
お
よ
び
本
籍
地
利
用
登

録
申
請
を
一
時
停
止
し
ま
す
。

停
止
日
：
10
月
20
日
日

問
市
民
課 

戸
籍
年
金
班　

☎
30
‐
０
２
２
１

日
時
：
11
月
３
日
日 

13
時　

場
所
：
文
化
の
杜
交
流
館
コ
モ
ッ
セ

文
化
ホ
ー
ル

※
チ
ケ
ッ
ト
（
２
０
０
円
）
は
10
月

13
日
日
か
ら
コ
モ
ッ
セ
、
市
民
セ
ン

タ
ー
窓
口
で
販
売
し
ま
す
。
（
10
月

26
日
土
以
降
は
コ
モ
ッ
セ
の
み
で
の

販
売
）

問
教
育
委
員
会 

総
務
学
事
課　

☎
30
‐
０
２
９
１

　

今
回
の
支
給
は
令
和
元
年
6
月
分

～
9
月
分
で
す
。
新
た
に
お
子
さ
ん

が
誕
生
さ
れ
た
方
や
他
市
町
村
か
ら

転
入
さ
れ
た
方
、
５
月
分
ま
で
の
手

当
を
受
給
中
で
現
況
届
が
未
提
出
の

方
は
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

支
給
日
：
10
月
10
日
木

対
象
：
中
学
校
修
了
前
ま
で
の
児
童

を
養
育
さ
れ
て
い
る
方

問
子
育
て
・
長
寿
課 

こ
ど
も
家
庭
応
援
班

☎
30
‐
０
２
３
５

　

親
元
で
生
活
で
き
な
い
子
ど
も
た

ち
を
家
庭
的
な
環
境
で
養
育
す
る
里

親
の
登
録
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

里
親
と
し
て
登
録
す
る
た
め
に
は
研

修
の
受
講
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は

お
近
く
の
児
童
相
談
所
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
秋
田
県
北
児
童
相
談
所　

☎
０
１
８
６
‐
52
‐
３
９
５
６

日
時
：
10
月
28
日
🈷 

13
時
30
分
～

15
時
30
分

場
所
：
交
流
セ
ン
タ
ー 

２
階 

第
１

研
修
室

参
加
費
：
無
料

申
込
締
切
：
10
月
18
日
金

問
子
育
て
・
長
寿
課 

こ
ど
も
家
庭
応
援
班

☎
30
‐
０
２
３
５

　

障
が
い
を
理
由
に
サ
ー
ビ
ス
を
断

ら
れ
た
、
障
が
い
の
あ
る
人
に
対
し

て
ど
の
よ
う
に
対
応
す
れ
ば
よ
い
か

分
か
ら
な
い
な
ど
の
相
談
に
対
応
し

ま
す
。

問
秋
田
県 

障
害
福
祉
課　

☎
０
１
８
‐
８
６
０
‐
１
３
３
１

障
が
い
者
総
合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
30
‐
１
０
８
８

福
祉
総
務
課 

☎
30
‐
０
２
３
８　

日
時
：
10
月
5
日
土 

9
時
30
分
～

集
合
場
所
：
中
滝
ふ
る
さ
と
学
舎

※
無
料
送
迎
バ
ス
が
運
行
し
ま
す
。

参
加
費
：
２
千
円(

ガ
イ
ド
料
、
入

浴
料
、
保
険
料
を
含
む
）

定
員
：
30
人

持
ち
物
な
ど
：
昼
食
、
飲
み
物
、
入

浴
セ
ッ
ト
、
雨
具
、
帽
子
、
軍
手
、

虫
除
け
、
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
、
山
歩

き
に
適
し
た
服
装
・
履
物

申
込
締
切
：
10
月
2
日
水

問
か
づ
の
ふ
る
さ
と
学
舎 

☎
30
‐
４
０
２
１

日
時
：
10
月
26
日
土 

9
時
30
分
～

集
合
場
所
：
中
滝
ふ
る
さ
と
学
舎

※
無
料
送
迎
バ
ス
が
運
行
し
ま
す
。

内
容
：
紅
葉
の
滝
め
ぐ
り
や
ピ
ザ
作

り
、
薪
割
り
な
ど
森
林
を
満
喫
す
る

ほ
か
、
映
画
「
デ
イ
ア
ン
ド
ナ
イ
ト
」

の
ロ
ケ
地
を
見
学
し
ま
す
。

参
加
費
：
大
人
２
５
０
０
円
、
小
学

生
以
下
１
５
０
０
円
（
保
険
料
・
昼

食
代
を
含
む
）

定
員
：
40
人

持
ち
物
な
ど
：
雨
具
、
タ
オ
ル
、
軍
手
、

虫
除
け
、
歩
き
や
す
い
服
装
・
履
物

申
込
締
切
：
10
月
18
日
金

問
か
づ
の
ふ
る
さ
と
学
舎

☎
30
‐
４
０
２
１

　

10
月
３
日
木
か
ら
28
円
引
き
上
げ

ら
れ
、
時
間
額
「
７
９
０
円
」
に
な

り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
秋
田
労
働
局 

賃
金
室

☎
０
１
８
‐
８
８
３
‐
４
２
６
６

日
時
：
11
月
7
日
木 

13
時
30
分
～

15
時
30
分

場
所
：
大
館
市
立
中
央
公
民
館

※
開
催
案
内
お
よ
び
参
加
申
込
書
は

秋
田
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、
県
内
各

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
労
働
基
準
監
督
署

に
配
置
し
て
い
ま
す
。

問
秋
田
労
働
局 

職
業
対
策
課 

☎
０
１
８
‐
８
８
３
‐
０
０
１
０

日
時
：
10
月
20
日
日 

10
時
～
14
時

集
合
場
所
：
ア
ル
パ
ス
前

講
師
：
ダ
ン
コ
ー
・
ア
ン
ド
レ
ア
（
市

国
際
交
流
員
）

内
容
：
ア
ル
パ
ス
周
辺
を
散
策
し
ま

す
。
木
の
実
や
落
ち
葉
を
拾
い
、
秋

を
満
喫
し
ま
せ
ん
か
。

参
加
費
：
無
料
（
昼
食
付
）

※
要
申
込

問
鹿
角
国
際
交
流
協
会

☎
22
‐
６
０
８
８

　

日
時
：
10
月
12
日
土 

13
時
開
演

場
所
：
尾
去
沢
中
学
校
体
育
館

内
容
：
子
ど
も
た
ち
の
「
刻
の
翼
」

合
唱
や
尾
去
沢
鉱
山
発
見
に
ま
つ
わ

る
伝
説
の
語
り
、
大
森
親
山
獅
子
大

権
現
舞
の
実
演
が
行
わ
れ
ま
す
。

問
鹿
角
民
話
・
伝
説
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

会
（
北
村
）

☎
０
９
０
‐
４
８
８
６
‐
５
１
５
３

～
八
幡
平
の
落
ち
葉
オ
ー
ル
ス
タ
ー

ズ
染
め
～

　

豊
か
な
森
八
幡
平
の
ブ
ナ
を
は
じ

め
と
す
る
た
く
さ
ん
の
木
々
の
落
ち

葉
を
使
っ
て
、
手
ぬ
ぐ
い
や
バ
ン
ダ

ナ
を
染
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
：
10
月
19
日
土 

9
時
30
分
～

15
時
30
分

集
合
場
所
：
後
生
掛
キ
ャ
ン
プ
場

定
員
：
10
人
（
最
少
催
行
人
数
2
人
）

参
加
費
：
大
人
２
千
円
、
中
学
生
以

下
１
千
円
（
布
代
別
途
５
０
0
円
）

持
ち
物
な
ど
：
汚
れ
て
も
よ
い
服
装

（
エ
プ
ロ
ン
な
ど
）
、
軍
手
、
ゴ
ム
手

袋
、
昼
食

問
八
幡
平
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

☎
31
‐
２
７
１
４

■ 出張年金相談（鷹巣年金事務所）

相談日：10 月2 日水、9 日水、16 日水、23

日水、30 日水／相談場所：市役所１・２会

議室／開設時間：9 時 30 分～12 時、13 時

～15 時30 分 ＊相談日の１カ月前から前日

までに鷹巣年金事務所への予約が必要です。

基礎年金番号のわかる年金手帳や年金証

書をご準備の上、電話で予約してください。

問鷹巣年金事務所 お客様相談室

☎0186-62-1490

■無料総合相談（人権擁護委員・行政相談委員）

相談日：10 月 8 日火／相談場所：市役所

会議室 ／受付時間：13 時 30 分～16 時

問市民共動課 共動推進班 ☎ 30-0202

■無料相続・登記相談（司法書士）

相談日：10 月15 日火／相談場所：交流

センター ／受付時間：13 時 30 分～15

時 30 分 ＊前日までに予約が必要です。

問消費生活センター ☎30-0258

■ 無料弁護士相談（秋田弁護士会）

①相談日：10 月 10 日木／相談場所：

交流センター／受付時間：13 時 30

分～ 16 時／担当：緑川 正樹 弁護士

②相談日：10 月 24 日木／相談場所：

交流センター／受付時間：13 時 30

分～ 16 時／担当：川田 繁幸 弁護士

＊どちらも前日までに予約が必要です。

問消費生活センター ☎ 30-0258

今月の相談日程

　

消
費
税
率
の
改
定
に
伴
い
、
上
水

道
、
下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
の
料

金
お
よ
び
使
用
料
に
係
る
消
費
税
率

が
８
％
か
ら
10
％
へ
改
定
さ
れ
ま
す
。

問
市
役
所
水
道
お
客
様
セ
ン
タ
ー

☎
30
‐
０
２
７
３

　
自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
万
一
の
自

動
車
事
故
の
際
の
基
本
的
な
対
人
賠
償

を
目
的
と
し
て
、
自
動
車
損
害
賠
償
補

償
法
に
基
づ
き
、
原
動
機
付
自
転
車
を

含
む
す
べ
て
の
自
動
車
に
加
入
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
自
賠
責
保
険
・

共
済
な
し
で
運
行
す
る
こ
と
は
法
令
違

反
で
す
。

問
国
土
交
通
省 

秋
田
運
輸
支
局 

☎
０
１
８
‐
８
６
３
‐
５
８
１
３

　

脳
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
の
簡
単

な
読
み
書
き
と
計
算
、
笑
顔
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
物
忘
れ
を
予

防
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
：
10
月
5
日
土
～
令
和
2
年
3

月
28
日
土
の
毎
週
土
曜
日 

10
時
～

11
時

場
所
：
福
祉
プ
ラ
ザ

教
材
費
：
月
額
２
４
０
０
円

問
東
恵
園
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー 

は
な
わ
ま
ち
な
か
エ
リ
ア

☎
22
‐
４
０
８
０

日
時
：
11
月
7
日
木
～
8
日
金 

8

時
30
分
～
15
時

場
所
：
鷹
巣
技
術
専
門
校 

民
間
訓

練
棟
教
室

内
容
：
家
計
簿
作
成
や
管
理
表
な
ど

実
践
的
な
エ
ク
セ
ル
を
習
得
す
る

対
象
：
企
業
在
職
者
で
エ
ク
セ
ル
操

作
経
験
者
の
方

定
員
：
10
人 

（
先
着
順
）

受

講

料
：

無

料(

テ

キ

ス

ト

代

１
２
０
０
円
（
税
別
）
は
自
己
負
担
）

申
込
締
切
：
10
月
28
日
🈷

問
鷹
巣
技
術
専
門
校

☎
０
１
８
６
‐
84
‐
８
３
５
１

日
時
：
10
月
21
日
🈷 

10
時
～
15
時

会
場
：
鹿
角
簡
易
裁
判
所

内
容
：
民
事
、
家
事

問
鹿
角
調
停
協
会 

☎
23
‐
２
２
６
２

場
所
：
十
和
田
市
民
セ
ン
タ
ー

※
年
会
費
は
８
０
０
円
で
す
。

◎
健
康
体
操
教
室

日
時
：
10
月
7
日
🈷
、
21
日
🈷
、
28

日
🈷 

９
時
30
分

参
加
費
：
登
録
会
員
２
５
０
円
、
非

会
員
５
０
０
円

◎
ス
ロ
ー
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
教
室

日
時
：
10
月
3
日
木
、
10
日
木
、
17

日
木
、
24
日
木
、
31
日
木 

14
時

参
加
費
：
登
録
会
員
３
０
０
円
、
非

会
員
５
０
０
円

◎
に
こ
に
こ
健
康
教
室

日
時
：
10
月
4
日
金
、
18
日
金
、
25

日
金 

10
時

参
加
費
：
登
録
会
員
５
０
０
円
、
非

会
員
6
０
０
円

問
十
和
田
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

☎
37
‐
２
８
７
０

場
所
：
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
（
福
）
、

記
念
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
記
）
、

コ
モ
ッ
セ
講
堂
（
コ
）

参
加
費
：
会
員
３
０
０
円
、
非
会
員

６
０
０
円

◎
元
気
ア
ッ
プ
教
室

日
に
ち
（
場
所
）：
10
月
７
日
🈷
（
福
）
、

21
日
🈷
（
記
）
、
28
日
🈷
（
記
） 

時
間
：
10
時

◎
健
康
教
室

日
に
ち
：
10
月
３
日
木
、
10
日
木
、

17
日
木
、
24
日
木
、
31
日
木

時
間
： 

10
時
30
分

場
所
：
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

◎
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室

日
に
ち
（
場
所
）：
10
月
３
日
木
（
福
）
、

10
日
木
（
福
）
、
17
日
木
（
記
）
、
24

日
木
（
福
）
、
31
日
木
（
福
）

時
間
：
19
時

問
ウ
イ
ン
プ
ル
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

☎
23
‐
５
８
５
０

十
和
田
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別

に
関
す
る
相
談

秋
田
県
最
低
賃
金
の
改
定

森
林
・
ロ
ケ
地
探た

ん
し
ょ
う

勝
ツ
ア
ー

高
年
齢
者
雇
用
管
理
セ
ミ
ナ
ー

ア
ン
デ
ィ
と
歩
こ
う
！

秋
の
散
策
会

里
親
登
録
者
の
募
集

里
親
制
度
セ
ミ
ナ
ー

鹿
角
音
楽
祭

あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

出
張
セ
ン
タ
ー
の
開
設

児
童
手
当 

支
給
日

無
料
調
停
相
談
会

あ
た
ま
の
生
き
活
き
教
室

自
賠
責
保
険
・
共
済

エ
ク
セ
ル
活
用
講
習

鹿
角
民
話
・
伝
説
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
光
る
怪
鳥
伝
説
の
謎
に
迫
る
」

コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
一
部
停
止

十
和
田
湖
西
湖
畔 

エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
湖

と
巨
木
の
森
に
癒
さ
れ
て

草
木
染
め
体
験

ウ
イ
ン
プ
ル
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

消
費
税
率
改
定
に
伴
う
水
道

料
金
な
ど
の
改
定
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そ
れ
か
ら
30
年
。
30
周
年
を
記
念
す

る
式
典
に
は
シ
ョ
プ
ロ
ン
の
姉
妹
都
市

が
招
待
さ
れ
、
鹿
角
市
も
参
加
し
ま
し

た
。　

　

私
も
鹿
角
市
行
政
訪
問
団
の
皆
さ
ん

に
同
行
し
、
式
典
や
記
念
行
事
に
参
加

し
ま
し
た
。
教
会
で
行
わ
れ
た
式
典
に

は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
オ
ル
バ
ン
・
ビ
ク

ト
ル
首
相
と
ド
イ
ツ
の
ア
ン
ゲ
ラ
・
メ

ル
ケ
ル
首
相
も
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

　

歴
史
的
大
イ
ベ
ン
ト
の
30
周
年
と
い

う
節
目
の
年
に
こ
の
よ
う
な
式
典
に
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
、
本
当
に
嬉
し
く

思
い
ま
す
。

　

シ
ョ
プ
ロ
ン
の
朝
晩
は
肌
寒
く
、
日

中
も
涼
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
学
生

た
ち
の
長
い
夏
休
み
も
終
わ
り
、
新
学

期
が
始
ま
り
ま
し
た
。
日
本
語
教
室
も

9
月
か
ら
再
開
し
ま
し
た
。

　

こ
ち
ら
で
は
、
8
月
19
日
に
「
パ

ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ピ
ク
ニ
ッ
ク
計
画
30

周
年
記
念
式
典
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ピ
ク
ニ
ッ
ク
」
は
、
ベ

ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
の
き
っ
か
け
と
な
っ

た
重
要
な
歴
史
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
そ
の

舞
台
と
な
っ
た
の
が
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
国

境
に
あ
る
小
さ
な
町
シ
ョ
プ
ロ
ン
で
し

た
。

　

時
は
１
９
８
９
年
８
月
、
「
鉄
の

カ
ー
テ
ン
」
が
敷
か
れ
、
ベ
ル
リ

ン
の
壁
が
あ
っ
た
こ
ろ
の
こ
と
で
す
。

「
シ
ョ
プ
ロ
ン
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す

れ
ば
、
西
側
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
へ
行
け

る
」
と
の
噂
を
聞
き
つ
け
た
数
千
人
の

東
ド
イ
ツ
市
民
が
シ
ョ
プ
ロ
ン
に
集

ま
り
、
そ
こ
で
開
か
れ
た
市
民
集
会

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ピ
ク
ニ
ッ
ク
」
の
途
中

で
、
東
側
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
西
側
の

オ
ー
ス
ト
リ
ア
へ
一
斉
に
脱
出
し
た
の

で
す
。
人
々
は
歓
声
を
上
げ
た
り
抱
き

合
っ
た
り
し
て
喜
ん
だ
そ
う
で
す
。

　

秋
田
市
出
身
。
大
学
時
代
に
留
学
経
験
が
あ
り
、
帰
国
後
も
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
の
受
け
入
れ
や
、
多
く
の
異
文
化
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す

る
な
ど
、
豊
富
な
国
際
交
流
経
験
を
活
か
し
渡
航
。

日
本
語
語
学
指
導
員
現
地
レ
ポ
ー
ト

第
10
代
日
本
語
語
学
指
導
員
　
堀
川 

さ
ゆ
み
さ
ん

Szia! from Sopron （ショプロンからこんにちは！）

パン・ヨーロッパピクニック計画 30 周年記念式典の会場で
展示されている「ベルリンの壁の一部」の前で

ブログ ＱＲコード

ぜひご覧ください

　

日
本
で
は
、
食
べ
ら
れ
る
の
に
廃
棄

さ
れ
る
食
品
、
い
わ
ゆ
る
「
食
品
ロ

ス
」
が
年
間
６
４
３
万
ト
ン
発
生
し
て

い
ま
す
。
食
料
の
多
く
を
輸
入
に
依
存

し
て
い
る
我
が
国
が
真
摯
に
取
り
組
む

べ
き
課
題
と
し
て
、
国
は
令
和
元
年
５

月
に
「
食
品
ロ
ス
の
削
減
の
推
進
に
関

す
る
法
律
」
を
制
定
し
、
10
月
を
食
品

ロ
ス
削
減
月
間
と
定
め
ま
し
た
。
さ
ま

ざ
ま
な
食
品
が
豊
富
に
出
回
っ
て
い
ま

す
が
、
食
品
資
源
の
浪
費
や
環
境
へ
の

負
荷
と
い
っ
た
問
題
に
も
目
を
向
け
、

「
も
っ
た
い
な
い
」
と
い
う
意
識
を
持

ち
ま
し
ょ
う
。

　

一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
か
ら
始

め
、
社
会
全
体
で
食
品
ロ
ス
の
削
減
を

目
指
し
、
次
の
取
り
組
み
を
実
施
し
ま

し
ょ
う
。

宴
会
な
ど
で
「
30
・
10
運
動
」
を
実
施
し

ま
し
ょ
う

　

宴
会
な
ど
で
は
、
開
始
30
分
は
で
き

た
て
の
料
理
を
味
わ
い
、
終
了
10
分
前

に
も
う
一
度
料
理
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
は
、
食
事
に
集
中
す
る
時
間
を
作

る
こ
と
で
、
食
べ
残
し
を
減
ら
す
取
り

組
み
で
す
。
ま
た
、
外
食
時
に
は
、
食

べ
切
れ
る
量
を
注
文
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

期
限
表
示
を
正
し
く
理
解
し
ま
し
ょ
う

　

食
品
の
期
限
表
示
は
、
「
消
費
期

限
」
と
「
賞
味
期
限
」
の
２
種
類
が
あ

り
ま
す
。
消
費
期
限
は
「
食
べ
て
も
安

全
な
期
限
」
、
賞
味
期
限
は
「
お
い
し

く
食
べ
る
こ
と
が
出
来
る
期
限
」
で
す
。

　

賞
味
期
限
が
過
ぎ
て
も
す
ぐ
に
廃
棄

せ
ず
、
見
た
目
や
に
お
い
で
判
断
し
ま

し
ょ
う
。

必
要
な
量
だ
け
購
入
し
ま
し
ょ
う

　

買
い
物
を
す
る
際
は
、
事
前
に
冷
蔵

庫
の
中
を
確
認
し
、
必
要
な
も
の
だ
け

を
買
う
こ
と
を
心
が
け
、
期
間
限
定
品

や
特
売
品
な
ど
必
要
以
上
に
買
い
す
ぎ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
各

家
庭
で
す
ぐ
に
食
べ
る
食
品
は
、
期
限

の
近
い
も
の
を
購
入
す
る
こ
と
を
意
識

し
ま
し
ょ
う
。

ECO＆ LIFE

サ
ン
マ
ル
・
イ
チ
マ
ル

問 市民共動課 環境生活班 ☎ 30-0224

ECO

快
適
な
く
ら
し
の
情
報

10
月
は
食
品
ロ
ス
削
減
月
間
で
す
！

～ 

一
人
ひ
と
り
が
「
も
っ
た
い
な
い
」
を
意
識
し
て
行
動
し
よ
う 

～

模
の
小
さ
い
町
内
会
で
す
が
、
地
域
内

で
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
活
動
や
自
主
防

災
組
織
を
中
心
と
し
た
近
隣
自
治
会
と

の
合
同
防
災
訓
練
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
近
年
は
毛
馬
内
ま
つ
り
の

際
に
月
山
神
社
に
奉
納
す
る
「
毛
馬
内

ば
や
し
」
の
継
承
に
も
励
ん
で
い
ま
す
。

　

屋
台
の
老
朽
化
や
演
奏
す
る
担
い
手

が
減
少
す
る
な
か
、
毛
馬
内
ば
や
し
保

存
会
の
協
力
を
得
な
が
ら
演
奏
し
て
き

ま
し
た
。
昨
年
度
か
ら
市
の
集
落
支
援

員
に
よ
る
協
力
や
補
助
事
業
を
活
用
し
、

県
外
在
住
の
地
元
出
身
者
に
よ
る
お
囃

子
の
講
習
会
や
屋
台
の
修
繕
、
浴
衣
の

新
調
な
ど
、
住
民
が
一
丸
と
な
っ
て
伝

統
文
化
の
継
承
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

古
く
か
ら
変
わ
ら
ず
受
け
継
い
で
い

る
も
の
や
近
隣
自
治
会
と
の
絆
を
大
切

に
し
て
、
皆
が
元
気
で
長
生
き
で
き
る

よ
う
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

中
町
町
内
会
は
毛
馬
内
の
中
心
部
に

位
置
し
、
利
便
性
も
良
く
賑
や
か
な
場

所
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
毎
月
開
催
さ

れ
る
定
期
朝
市
の
ほ
か
に
月
山
神
社
の

祭
典
（
毛
馬
内
ま
つ
り
）
や
毛
馬
内
盆

踊
り
の
会
場
に
も
な
っ
て
い
る
た
め
、

伝
統
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
こ

も
せ
通
り
の
街
並
み
が
昔
な
が
ら
の
情

緒
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

　

当
町
内
会
の
歴
史
は
古
く
、
江
戸
時

代
後
期
に
は
既
に
中
町
の
原
形
が
あ
っ

た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
小
真
木
鉱
山

（
白
根
金
山
）
の
隆
盛
な
ど
毛
馬
内
地

域
の
変
遷
を
見
守
っ
て
き
ま
し
た
。
規

歴
史
と
と
も
に
生
き
る
町

おらほの自治会 中町町内会（十和田毛馬内）

勝又 幹雄さん

中町町内会　会長　

Mikio Katsumata 

◉市役所

中町町内会

15 世帯

約 30 人

問 市民共動課 共動推進班

　 ☎ 30-0202

月山神社の祭典の様子

世
界

遺
産

世界遺産登録に向けて 問 大湯ストーンサークル館　☎ 37-3822

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
の
２　

　

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
た
め
に

は
、
暫
定
リ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
る

こ
と
に
加
え
、
そ
の
資
産
に
「
Ｏ
Ｕ

Ｖ
（O

ア
ウ
ト
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

u
tsta

n
d

in
g
 U

ユ

ニ

バ

ー

サ

ル

n
iv

e
rsa

l 

V

バ

リ

ュ

ー

a
lu

e

）
」
が
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
Ｏ
Ｕ
Ｖ
は

「
顕
著
な
普
遍
的
価
値
」
と
訳
さ
れ
、

「
国
の
違
い
を
超
え
て
、
現
代
・
将
来

の
人
類
に
と
っ
て
貴
重
な
文
化
遺
産
・

自
然
遺
産
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。

　

「
顕
著
な
普
遍
的
価
値
」
を
評
価
す

る
た
め
、
ユ
ネ
ス
コ
で
は
「
世
界
遺
産

条
約
履
行
の
た
め
の
作
業
指
針
」
に
お

い
て
、
10
項
目
の
登
録
基
準
を
設
け
て

い
ま
す
。
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
た

め
に
は
、
こ
の
登
録
基
準
の
う
ち
1
つ

以
上
に
合
致
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

「
北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡

群
」
は
、
採
集
・
漁
労
・
狩
猟
文
化
が

長
期
間
に
わ
た
っ
て
継
続
す
る
中
で
、

環
境
に
応
じ
て
変
化
し
て
き
た
定
住
の

過
程
や
精
神
文
化
の
発
展
の
様
子
を
、

遺
跡
を
通
し
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
か
ら
、
左
の
２
つ
の
登
録
基
準
を
満

た
す
資
産
と
し
て
、
世
界
遺
産
登
録
に

ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
て
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。

大
湯
環
状
列
石

～
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
た
取
り
組
み
～

登録基準 内容

（ⅲ）
現存するか消滅しているかにかかわらず、ある文化
的伝統又は文明の存在を伝承する物証として無二の
存在 ( 少なくとも希有な存在 ) である。

（ⅴ）

あるひとつの文化 ( または複数の文化 ) を特徴づけ
るような伝統的居住形態若しくは陸上・海上の土地
利用形態を代表する顕著な見本である。又は、人類
と環境とのふれあいを代表する顕著な見本である
( 特に不可逆的な変化によりその存続が危ぶまれて
いるもの )。

「北海道・北東北の縄文遺跡群」は登録基準（ⅲ ) と ( ⅴ ) に該当

※ 詳細は公益社団法人日本ユネスコ協会連盟のホームページ参照



10 月の行事予定（在宅当番医）

カ
レ
ン
ダ
ー
下
部
「
在
宅
当
番
医
」
の
診
察
時
間
：
月
曜
か
ら
金
曜
は
17

時
～
20

時
、
土
曜
は
14

時
～
17

時
、
日
曜
祝
日
は
８
時
30

分
～
17

時

※
か
づ
の
厚
生
病
院
の
入
り
口
は
「
救
急
入
口
」
に
な
り
ま
す
。

人口と世帯（令和元年８月末現在） 男性：14,435 人 合計：30,583 人

12,948（世帯）女性：16,148 人

日 Sunday 月 Monday 火 Tuesday 水 Wednesday 木 Thursday 金 Friday 土 Saturday

1 2 3 4 5

小坂町診療所
☎ 29-5500

福永医院
☎ 35-3117

なかのクリニック
☎ 22-7335

いけがみクリニック
☎ 30-0111

笹村整形外科
☎ 30-0035

6 7 8 9 10 11 12

本田医院
☎ 35-3002

三ヶ田医院
☎ 31-1231

大湯リハビリ病院
☎ 37 － 3511

長橋医院
☎ 23-7612

大里医院
☎ 22-1251

小坂町診療所
☎ 29-5500

鹿角中央病院
☎ 23-4131

13 14 15 16 17 18 19

かづの厚生病院
☎ 23-2111

大湯リハビリ病院
☎ 37 － 3511

笹村整形外科
☎ 30-0035

なかのクリニック
☎ 22-7335

いけがみクリニック
☎ 30-0111

小坂町診療所
☎ 29-5500

大湯リハビリ病院
☎ 37 － 3511

20 21 22 23 24 25 26

長橋医院
☎ 23-7612

鹿角中央病院
☎ 23-4131

笹村整形外科
☎ 30-0035

福永医院
☎ 35-3117

大里医院
☎ 22-1251

本田医院
☎ 35-3002

長橋医院
☎ 23-7612

27 28 29 30 31

かづの厚生病院
☎ 23-2111

なかのクリニック
☎ 22-7335

いけがみクリニック
☎ 30-0111

三ヶ田医院
☎ 31-1231

大里医院
☎ 22-1251

いい本、実りました。今月の新刊。

　さまざまなデザインの

生活用品や土偶から縄文

人の生活を紹介。土器す

べてに解説が付いており、

出土地・所蔵先がわかり

ます。大湯環状列石も紹

介されています。( 花輪 )

　教室にいるみんなが自

分とは違っていると感じ

ることはありませんか。

それは悪いことではない

よとそっと寄り添ってく

れる絵本です。

　痺れる辛さがやみつき

になる麻
まーらー

辣料理レシピを

紹介。これからの季節に、

唐辛子と花
かしょう

椒のシビレと

温かさをどうぞ。（十和

田）

　1953 年に発行された

幻の DIY 本『家庭の工

作』に掲載された木製家

具を復刻。身近な杉を使

うことで、木材に目を

向けるきっかけになる 1

冊。（十和田）

新版 縄文美術館

小川 忠博 写真 / 小野 正文、堤 隆 監修
( 平凡社 )

みんなとちがうきみだけど

ジャクリーン・ウッドソン 作 / ラファエル・ロ
ペス 絵 / 都甲 幸治 訳 ( 汐文社 )

シビレシピ

シャウ・ウェイ 著　( 枻出版 )

杉でつくる家具

グループ モノ・モノ編 ( グラフィック社 )

黄色い「かづの号」が走る
≪今月の移動図書館巡回日≫

○八幡平コース
10 月 1 日火・14 日月・29 日火
○花輪コース
10 月 3 日木・17 日木・31 日木
○尾去沢コース
10 月 4 日金・18 日金
○毛馬内コース
10 月 8 日火・22 日火
○大湯①コース
10 月 10 日木・24 日木
○大湯②コース
10 月 11 日金・25 日金

問 花輪図書館（コモッセ内）☎23－4471

十和田図書館 ☎35－3239

※尾去沢コースを次のとおり変更し

ています。

変更前　新堀・上山

　　　　13 時～ 13 時 50 分

変更後　尾去沢小学校前

　　　　13 時～ 13 時 50 分

※詳しくは十和田図書館にお問い合

わせください。

登録までの流れ

魅
力
あ
ふ
れ
る
地
元
企
業
を
紹
介

有
限
会
社 
大
成
商
事

鹿
角
の
企
業 

い
い
ね
！

　

創
業
66
年
。
自
動
車
解
体
を
柱
に
金

属
リ
サ
イ
ク
ル
や
中
古
部
品
販
売
、
産

業
廃
棄
物
処
理
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

北
東
北
3
県
か
ら
廃
自
動
車
を
収
集
し
、

年
間
約
1
万
台
を
処
理
し
て
お
り
、
中

古
部
品
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
国
内
販

売
し
た
り
、
海
外
50
カ
国
以
上
に
エ
ン

ジ
ン
な
ど
を
輸
出
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

中
古
タ
イ
ヤ
や
ホ
イ
ー
ル
な
ど
の
個
人

販
売
も
展
開
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

本
社
ま
で
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。　

　

会社概要

代
表
取
締
役　

呉く
れ 

尚な
お
と
し俊
さ
ん

　

人
間
の
血
液
循
環
に
例
え
、
製
品
を

製
造
し
供
給
す
る
産
業
は
「
動
脈
産

業
」
、
そ
こ
で
発
生
し
た
廃
棄
物
を
回

収
し
、
再
資
源
化
す
る
産
業
は
「
静
脈

産
業
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
我
々
は
静
脈

産
業
の
一
員
と
し
て
自
動
車
の
リ
サ
イ

ク
ル
率
向
上
を
目
指
し
、
未
来
の
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
、
こ
れ
以
上
地
球
を

汚
さ
な
い
よ
う
循
環
型
社
会
の
形
成
に

向
け
て
、
日
々
研
究
・
努
力
し
て
い
ま

す
。

代表から

ウチの会社のスゴイ人

社員自慢　副工場長 中古部品担当 海沼さん

　数多くの部品の中から、車種に合う部品を

適合させ、全国から受発注する役割を担って

います。

❖所在地　

（本社） 花輪字葉ノ木谷地198番地

（ｶｰﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ）花輪字柳田65番地1

❖設立　昭和61年10月

（前身の会社の開業は昭和28年）　

❖代表者　呉 尚俊

❖連絡先　☎30-1201

代表取締役

呉 尚俊さん

会社外観

問健康ライフ課 健康づくり班 ☎ 30-0119

健康寿命県内一「10年後、脳卒中で亡くなる方を 8割減らします」

鹿角市健康宣言

　

普
段
か
ら
元
気
に
体
を
動
か
す
こ

と
で
、
糖
尿
病
や
高
血
圧
、
脂
質
異

常
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
、
ま
た
、

脳
卒
中
や
心
臓
病
、
が
ん
、
ロ
コ
モ

※２

、
認
知
症
な
ど
に
な
る
リ
ス
ク
を

下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

運
動
不
足
だ
と
感
じ
て
い
る
方
や

健
康
診
断
で
運
動
を
勧
め
ら
れ
た
方

な
ど
は
、
１
日
に
プ
ラ
ス
10
分
の
運

動
を
取
り
入
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

１
日
に
10
分
の
運
動
を
増
や
す
コ
ツ

例
え
ば
…

車
で
外
出
し
た
と
き

　

会
社
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
玄
関
か

ら
あ
え
て
離
れ
た
位
置
に
車
を
停
め

て
み
る
。

外
出
先
で
ト
イ
レ
に
行
く
と
き

　

あ
え
て
遠
い
場
所
や
違
う
階
の
ト

イ
レ
を
使
う
。

買
い
物
の
と
き

　

で
き
る
だ
け
階
段
を
利
用
す
る
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
よ
り
も
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
を
利
用
す
る
。

①
１
度
に
や
ら
な
く
て
も
い
い
。
３

～
４
分
の
運
動
を
朝
・
昼
・
夜
と
分

け
て
行
っ
て
も
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

②
普
段
の
生
活
の
中
に
運
動
を
取
り

入
れ
る
。
無
理
に
生
活
ス
タ
イ
ル
を

変
え
な
く
て
も
、
＋
10
は
で
き
ま
す
。

※
１
： 

健
康
日
本
21
（
第
２
次
）
で
は
、
健
康
上
の
問
題
で
日
常
生
活
が
制
限
さ
れ
る
こ
と

な
く
生
活
で
き
る
期
間
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
２
： 

「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
の
略
称
。
骨
や
関
節
の
病
気
、
筋
力
の
低
下
、

バ
ラ
ン
ス
能
力
の
低
下
に
よ
っ
て
転
倒
・
骨
折
し
や
す
く
な
る
こ
と
で
、
自
立
し
た

生
活
が
で
き
な
く
な
り
介
護
が
必
要
と
な
る
危
険
性
が
高
い
状
態
。

参
考
：
ア
ク
テ
ィ
ブ
ガ
イ
ド
‐
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
身
体
活
動
指
針
‐
厚
生
労
働
省

健
康
の
た
め
の
「
一
歩
」
を
踏
み
出
そ
う

　

 

＋
プ
ラ
ス

10
で
健
康
寿
命
※１  

を
延
ば
し
ま
し
ょ
う

安全のために…

・ 体を動かす時間は少しずつ増

やしていく

・ 体調が悪い時や腰や膝に痛み

のある方は無理をしない

・ 病気などで運動に制限のある

方はかかりつけ医の指示を守

る

テレフォン病院 24 をご利用ください。

医師・看護師などが、健康や介護に関す

る相談をお聞きします。

☎ 0120-959-783

■ストレッチポール

　教室

■ココから体操教室

■ゆったりヨガ教室

■ちょ筋ストレッチ

　教室

■浅利ゆみ先生の

　健康体操教室

■リズム体操教室

■無料弁護士相談

■無料弁護士相談

地区文化祭
25 日～ 27 日

ふるさとあきたラン！

■出張年金相談

■出張年金相談

■出張年金相談

■出張年金相談

■出張年金相談■シルリハ体操教室

十和田市民センター

■シルリハ体操教室

十和田市民センター

■シルリハ体操教室

尾去沢市民センター

■シルリハ体操教室

尾去沢市民センター

■シルリハ体操教室

福祉保健センター

■シルリハ体操教室

福祉保健センター

■シルリハ体操教室

八幡平市民センター

■シルリハ体操教室

八幡平市民センター

■無料総合相談

■無料相続・登記相談サマーノルディック
スキー大会

11 日～ 13 日

2019年 10月号23 KAZUNO CITY 2019年 10月号 22KAZUNO CITY
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印
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川
嶋
印
刷
株
式
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社

こ
の
冊
子
は
環
境
に
配
慮
し
、

再
生
紙
お
よ
び
植
物
油
イ
ン
キ

を
使
用
し
て
い
ま
す
。


